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小さな瞳に大きく映った金環日食。その瞬間に居合わせた感動は、一生の宝物になりました。（５月21日撮影）



　
こ
の
た
び
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
28

年
度
ま
で
の「
行
財
政
改
革
推
進
大
綱
」

及
び
「
行
財
政
改
革
実
施
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
全
庁
一
体
と
な
っ
て

行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り

改
革
は
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
が
、
地

方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま

す
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
自
治
体
が
知

恵
を
絞
り
、
無
駄
を
省
き
、
市
民
の
多

様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
が
ら
業

務
の
ス
リ
ム
化
、
財
政
の
健
全
化
等
を

図
る
た
め
の
行
財
政
改
革
は
、
途
切
れ

る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
重
要
な
施
策
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
職
員
の
意
識
改
革
は
も
と

よ
り
、市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、行
政
サ
ー

ビ
ス
の
改
革
や
変
化
に
対
す
る
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
求
め
な
が
ら
、
厳
し

く
変
化
す
る
財
政
状
況
や
価
値
観
へ
の

変
化
に
適
応
し
た
改
革
の
実
現
に
努
め

ま
す
。

　
今
後
、「
実
施
計
画
」
の
執
行
に
あ

た
り
、
各
項
目
の
実
現
に
向
け
て
の
現

状
や
課
題
等
を
明
確
化
す
る
と
と
も

に
、「
阿
南
市
行
財
政
改
革
懇
話
会
」

に
お
い
て
助
言
や
提
言
等
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
官
民
協
働
に
よ
る
改
革
の
推

進
を
図
り
ま
す
。阿

南
市
長
　
岩
浅 

嘉
仁

基
本
理
念
は

「
新
し
い
時
代
に
向
け
た

　
　
　
　
　
改
革
の
推
進
」

推
進
期
間

　
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
の

５
年
間
と
し
、
必
要
に
応
じ
見
直
し
を
行

い
な
が
ら
推
進
を
図
り
ま
す
。

推
進
方
法　
　
　
　
　

◆
行
財
政
改
革
実
施
計
画
の
策
定

　「
大
綱
」
を
具
体
的
に
推
進
す
る
た
め

に
、
取
組
内
容
や
数
値
目
標
等
を
掲
げ
た

「
行
財
政
改
革
実
施
計
画
（
以
下
「
実
施

計
画
」
と
い
う
。）」
を
策
定
し
ま
す
。

◆
目
標
の
数
値
化
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
化

　
実
施
計
画
で
は
、
改
革
の
推
進
を
着
実

な
も
の
に
す
る
た
め
、
実
施
項
目
ご
と
に

原
則
と
し
て
目
標
の
数
値
化
を
図
る
と

と
も
に
、
完
了
目
標
を
年
度
別
に
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
化
し
、
取
組
内
容
を
よ
り
具
体

的
で
、
か
つ
、
市
民
に
分
か
り
や
す
い
も

の
に
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

◆
進
行
管
理

　「
大
綱
」
に
基
づ
い
た
「
実
施
計
画
」

の
推
進
に
あ
た
り
、
阿
南
市
行
財
政
改
革

推
進
本
部
に
お
い
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
進
行
管
理
を
行

い
、
進
捗
状
況
を
阿
南
市
行
財
政
改
革
懇

話
会
に
諮
り
ま
す
。

「新しい時代に向けた改革の推進」

新行財政改革がスタート
平成24年度～平成28年度
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◆
状
況
の
報
告
等

　
推
進
状
況
に
つ
い
て
は
、
議
会
等
に
報

告
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
に
も
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
定
期
的
に
公
表
し
、
寄
せ
ら
れ

た
意
見
等
を
「
大
綱
」
及
び
「
実
施
計
画
」

の
見
直
し
や
日
々
の
行
財
政
運
営
に
積
極

的
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

推
進
体
制

◆
阿
南
市
行
財
政
改
革
推
進
本
部

　
行
財
政
改
革
を
、
責
任
を
持
っ
て
推
進

し
て
い
く
た
め
の
組
織
と
し
て
、
計
画
の

見
直
し
や
進
捗
状
況
を
調
査
点
検
し
、
計

画
の
達
成
に
向
け
て
進
行
管
理
を
行
い
ま

す
。

◆
阿
南
市
行
財
政
改
革
懇
話
会

　
年
度
ご
と
に
行
財
政
改
革
の
進
捗
状
況

及
び
見
直
し
内
容
の
報
告
を
受
け
る
と
と

も
に
、市
民
の
立
場
か
ら
調
査
審
議
し
、
新

た
な
改
革
に
向
け
て
の
提
言
を
行
い
ま
す
。

　
基
本
方
針
１

  

市
民
の
視
点
に
立
っ
た
行
政
経
営

　
市
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
企
業
等
と
の
連

携
や
協
働
に
対
す
る
基
盤
強
化
、
ま
た
市

民
の
主
体
的
な
活
動
の
支
援
に
努
め
る
と

と
も
に
、
民
間
の
経
営
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ

ウ
や
事
業
手
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
に
満
足
い
た
だ
け
る
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
対
応
や
良
質
の
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
ス
マ
ー
ト
な
行
政
運
営
を
め
ざ

し
ま
す
。

民
間
活
力
の
積
極
的
な
活
用

•
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
官
民
協
働
事
業
）
制
度
の
活

用
•
保
育
所
の
統
廃
合
・
民
営
化
等
の
推
進

な
ど

市
民
参
画
の
推
進
と
公
正
・
透
明
な
市
政

の
推
進

•
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
歴
史
・

文
化
の
情
報
発
信

•
自
主
防
災
組
織
の
充
実
と
強
化
を
図
る

　
地
域
防
災
力
の
強
化
　
な
ど

　

基
本
方
針
２

  

効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進

　
事
務
・
事
業
の
見
直
し
を
行
い
経
費
の

削
減
を
図
る
と
と
も
に
、
市
税
を
は
じ
め

と
す
る
歳
入
の
確
保
に
努
め
ま
す
。ま
た
、

事
務
の
合
理
化
、
効
率
化
の
推
進
に
努
め

る
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た
人
員
・
時
間
・

経
費
の
中
で
、
常
に
問
題
意
識
、
改
革
意

識
を
共
有
し
、
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら

健
全
な
行
財
政
運
営
を
推
進
し
ま
す
。

情
報
化
の
推
進
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

•
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
活
用
し
た
情
報
発

信
•
問
い
合
わ
せ
の
多
い
質
問
と
そ
の
回
答

を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
　
な
ど

　
　
　 

事
務
・
事
業
の
見
直
し

•
職
員
の
時
間
外
勤
務
の
縮
減

•
環
境
負
荷
を
軽
減
し
た
循
環
型
社
会
に

　
貢
献
す
る
た
め
、
ご
み
の
減
量
化
と
資

　
源
化
の
促
進
　
な
ど

財
政
の
健
全
化

•
不
要
の
動
産
等
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
よ
り
公
売

•
富
岡
地
区
（
第
１
期
事
業
区
域
）
公
共

下
水
道
接
続
率
の
向
上
　
な
ど

定
員
管
理
及
び
給
与
の
適
正
化

•
効
率
的
な
事
務
執
行
体
制
の
確
立
等
の

た
め
定
員
管
理
適
正
化
の
推
進

•
給
与
及
び
定
員
管
理
の
分
析

公
共
施
設
等
の
適
正
な
運
営
管
理

•
学
校
給
食
運
営
方
法
の
改
善

•
効
率
的
な
運
用
と
経
費
の
削
減
の
た
め

公
用
車
を
一
括
管
理

　

基
本
方
針
３

  

人
材
の
育
成
と
組
織
力
の
向
上

　
市
民
の
ニ
ー
ズ
や
地
方
分
権
時
代
の
さ

ま
ざ
ま
な
行
政
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

各
分
野
に
お
い
て
業
務
の
遂
行
に
必
要
な

専
門
知
識
と
実
務
能
力
を
有
し
た
職
員
の

育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
に
わ
か

り
や
す
い
簡
素
で
効
率
的
な
組
織
・
機
構

の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

効
率
的
な
組
織
・
機
構
の
構
築

•
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等
を
図
る
た
め

組
織
機
構
の
見
直
し

•
地
域
主
権
の
推
進
を
図
る
た
め
権
限
移

譲
へ
の
対
応

人
材
育
成
の
推
進

•
Ｏ
Ｊ
Ｔ
（
職
場
内
教
育
）
の
実
践
に
よ

る
職
員
の
育
成
及
び
組
織
力
の
向
上

•
職
員
の
意
識
改
革
の
促
進
と
事
務
事
業

の
効
率
化
等
を
図
る
た
め
職
員
提
案
制

度
の
活
用
　
な
ど

広
域
行
政
の
推
進

•
魅
力
あ
る
圏
域
づ
く
り
の
た
め
定
住
自

立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進

問
い
合
わ
せ
は
　
企
画
政
策
課

（
☎
22
︲
３
４
２
９
）
へ

※
阿
南
市
行
財
政
改
革
推
進
大
綱
及
び
同
実

施
計
画
の
全
文
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
企
画
政
策
課
、
各
支

所
・
住
民
セ
ン
タ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

諮問されていた阿南市行財政改革懇話会（松村信治会長）
から岩浅市長に対して答申書が手渡されました。（3月5日）
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広報 あなん 2012.05

金
環
日
食
の
神
秘

天
か
ら
の
贈
り
物

特
集

阿
南
市
で
は
２
８
２
年
ぶ
り
に
観
察

　
５
月
21
日
朝―

　
月
に
隠
さ
れ
た
太
陽
が
、ま
る
で
リ
ン
グ
の
よ
う
な
姿
に

な
る「
金
環
日
食
」が
、阿
南
市
で
２
８
２
年
ぶ
り
に
観
察
さ

れ
た
。日
本
列
島
を
縦
断
す
る
広
い
地
域
で
観
察
で
き
た

も
の
と
し
て
は
、実
に
９
３
２
年
ぶ
り
。　

　
そ
の
瞬
間
に
居
合
わ
せ
た
人
々
は
、鳥
肌
が
立
つ
ほ
ど
の

感
動
に
包
ま
れ
、天
空
に
輝
く
リ
ン
グ
に
歓
声
を
あ
げ
た
。

日
本
中
が
酔
い
し
れ
た
世
紀
の
天
体
シ
ョ
ー
を
振
り
返
る
。

4広報 あなん 2012.07



広報 あなん 2012.05

金
環
日
食
の
神
秘

天
か
ら
の
贈
り
物

特
集

阿
南
市
で
は
２
８
２
年
ぶ
り
に
観
察

　
５
月
21
日
朝―

　
月
に
隠
さ
れ
た
太
陽
が
、ま
る
で
リ
ン
グ
の
よ
う
な
姿
に

な
る「
金
環
日
食
」が
、阿
南
市
で
２
８
２
年
ぶ
り
に
観
察
さ

れ
た
。日
本
列
島
を
縦
断
す
る
広
い
地
域
で
観
察
で
き
た

も
の
と
し
て
は
、実
に
９
３
２
年
ぶ
り
。　

　
そ
の
瞬
間
に
居
合
わ
せ
た
人
々
は
、鳥
肌
が
立
つ
ほ
ど
の

感
動
に
包
ま
れ
、天
空
に
輝
く
リ
ン
グ
に
歓
声
を
あ
げ
た
。

日
本
中
が
酔
い
し
れ
た
世
紀
の
天
体
シ
ョ
ー
を
振
り
返
る
。

月
と
太
陽
が
一
つ
に
な
る
と
き

　
い
つ
も
は
静
か
な
朝
を
迎
え
る
科
学
セ
ン

タ
ー
も
、
こ
の
日
は
早
朝
か
ら
熱
気
に
包
ま

れ
た
。
ま
だ
夜
が
明
け
ぬ
午
前
４
時
、
ゲ
ー

ト
前
に
は
県
外
ナ
ン
バ
ー
の
車
が
並
び
、
今

日
が
特
別
な
日
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
。

　
一
生
に
一
度
見
ら
れ
る
か
ど
う
か
―
。
そ

ん
な
千
載
一
遇
の
好
機
に
あ
っ
て
、
科
学
セ

ン
タ
ー
の
職
員
も
特
別
な
思
い
で
観
望
会
に

臨
ん
だ
。天
文
館
２
階
の
観
望
デ
ッ
キ
に
は
、

４
台
の
双
眼
鏡
と
12
台
の
天
体
望
遠
鏡
が
ず

ら
り
と
並
べ
ら
れ
、
今
や
遅
し
と
東
の
方
角

に
鏡
筒
を
向
け
て
い
た
。

　
会
場
の
盛
り
上
が
り
と
は
対
照
的
に
、
東

の
空
に
は
ど
ん
よ
り
と
し
た
雲
が
か
か
り
始

め
て
い
た
。
も
し
か
し
て
黄
金
の
リ
ン
グ
は

見
ら
れ
な
い
の
で
は
…
。
不
安
と
期
待
が
交

錯
す
る
な
か
、
午
前
６
時
16
分
、
太
陽
の
一

部
が
月
に
隠
さ
れ
る
部
分
日
食
が
始
ま
っ

た
。
５
０
０
人
を
超
す
人
々
が
一
様
に
空
を

見
上
げ
る
光
景
は
、
ま
る
で
Ｓ
Ｆ
映
画
の
ワ

ン
シ
ー
ン
を
見
て
い
る
か
の
よ
う
。
そ
し
て

午
前
７
時
26
分
、
つ
い
に
世
紀
の
瞬
間
を
迎

え
る
。
太
陽
と
月
が
一
つ
に
な
り
、
黄
金
の

リ
ン
グ
が
現
れ
る
と
、「
き
れ
い
」「
す
ご
い
」

と
大
き
な
歓
声
が
沸
き
起
こ
っ
た
。
家
族
で

観
望
会
に
参
加
し
た
篠
原
想
生
さ
ん
（
平
島

小
２
年
）
は
、「
き
れ
か
っ
た
。
家
族
み
ん

な
で
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
。」
と
目
を
輝
か

せ
た
。
広
島
県
尾
道
市
か
ら
訪
れ
て
い
た
山

本
光
義
さ
ん
（
70
歳
）
は
、「
曇
り
空
が
幸

い
し
て
裸
眼
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
予
想
以
上
の
美
し
さ
と
輝
き
に
感
動
し

ま
し
た
。」
と
、
長
旅
の
疲
れ
も
吹
き
飛
ん

だ
様
子
。
科
学
セ
ン
タ
ー
の
職
員
は
、「
来

た
時
は
不
安
そ
う
な
表
情
も
、
帰
る
時
は
み

ん
な
笑
顔
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
感
動

を
多
く
の
人
と
共
有
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
。」
と
、
も
ろ
手
を
挙
げ
て
喜
ん
だ
。

　
途
中
、
何
度
か
雲
に
遮
ら
れ
た
も
の
の
、

月
と
太
陽
が
織
り
な
す
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
天

体
シ
ョ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
太
陽

を
遮
っ
た
雲
も
、地
球
に
大
気
が
あ
る
証
拠
。

自
分
た
ち
が
地
球
上
で
暮
ら
し
て
い
る
の
だ

と
い
う
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
人
も

少
な
く
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

２
０
１
２
年
は

「
天
文
現
象
の
金
の
年
」

　
今
年
は
「
天
文
現
象
の
金
の
年
」
と
い
わ

れ
て
い
る
。
金
環
日
食
、
金
星
の
太
陽
面
通

過
（
６
月
６
日
）、
金
星
食
（
８
月
14
日
）

と
「
金
」
の
文
字
が
つ
く
だ
け
で
な
く
、
そ

の
珍
し
さ
で
は
金
メ
ダ
ル
級
の
天
文
現
象
が

次
々
と
起
き
る
か
ら
だ
。

　
日
本
で
金
環
日
食
が
見
ら
れ
る
の
は
、

１
９
８
７
年
の
沖
縄
以
来
、
25
年
ぶ
り
。
次

は
18
年
後
（
２
０
３
０
年
６
月
１
日
）
の
北

海
道
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
ば

か
り
か
、
金
環
日
食
帯
が
東
京
、
名
古
屋
、

大
阪
な
ど
の
主
要
都
市
を
縦
断
し
、
日
本
の

人
口
の
３
分
の
２
に
あ
た
る
約
８
３
０
０
万

人
が
居
な
が
ら
に
し
て
観
察
で
き
た
こ
と

は
、
１
０
８
０
年
（
平
安
中
期
）
の
金
環
日

食
以
来
、
実
に
９
３
２
年
ぶ
り
で
、
そ
の
珍

し
さ
は
ま
さ
に
金
メ
ダ
ル
級
と
い
え
る
。

６月６日に阿南市で観察された金星の太陽面通過。
※左上から、午前７時29分から午後１時29分まで、
　１時間ごとに撮影して合成。
※太陽面の北側を上にして掲載。
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「
金
環
」
と
「
皆
既
」
の
違
い

　
日
食
は
、
太
陽
・
月
・
地
球
が
こ
の
順
で

一
直
線
に
並
ん
だ
時
に
起
き
る
天
体
現
象
だ

が
、
同
じ
一
直
線
に
並
ん
で
い
る
の
に
、
な

ぜ
皆
既
日
食
と
金
環
日
食
と
い
う
別
な
現
象

が
生
じ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
理
由
は
、
太
陽
と
月
の
見
か
け
の
大

き
さ
が
変
化
す
る
こ
と
に
あ
る
。
地
球
の
ま

わ
り
を
公
転
す
る
月
の
軌
道
は
円
で
は
な
く

楕
円
を
描
い
て
い
る
。
月
と
地
球
と
の
距
離

が
最
も
近
い
時
で
約
36
万
㌔
、
最
も
遠
い
時

で
40
万
㌔
離
れ
、そ
の
差
は
10
％
に
も
な
る
。

そ
の
た
め
、
地
球
か
ら
見
た
月
の
見
か
け
の

大
き
さ
は
変
化
す
る
。
同
様
に
、
地
球
が
太

陽
の
周
り
を
公
転
す
る
軌
道
も
若
干
な
が
ら

楕
円
を
描
い
て
い
る
が
、
そ
の
割
合
は
１
・

７
％
と
月
ほ
ど
で
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
太
陽
も
月
も
見
か
け
の
大
き

さ
が
変
化
す
る
た
め
、
太
陽
の
見
か
け
の
大

き
さ
が
月
の

見
か
け
の
大

き
さ
と
同
じ

か
も
し
く
は

月
よ
り
小
さ

い
と
皆
既
日

食
に
な
り
、

逆
に
、
太
陽

が
月
よ
り
大

き
い
と
、
月

か
ら
太
陽
の

周
囲
が
は
み

出
て
金
環
日

食
に
な
る
。

「
日
食
」
は
宇
宙
の
奇
跡

　
月
が
地
球
の
ま
わ
り
を
公
転
す
る
軌
道
は
、

地
球
が
太
陽
の
ま
わ
り
を
公
転
す
る
軌
道
に

対
し
て
約
５
度
傾
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

太
陽
・
月
・
地
球
と
い
う
配
置
に
並
ん
で
い

て
も
、
地
球
か
ら
見
て
月
は
太
陽
の
上
か
下

を
通
り
、日
食
は
起
き
な
い
。つ
ま
り
、太
陽
・

月
・
地
球
が
ぴ
っ
た
り
一
直
線
上
に
並
ん
だ

場
合
の
み
、
日
食
が
起
き
る
の
だ
。
こ
の
状

態
は
年
に
２
回
あ
り
、
世
界
の
ど
こ
か
で
金

環
日
食
か
皆
既
日
食
が
見
ら
れ
る
が
、
日
食

が
見
ら
れ
る
時
期
と
場
所
は
毎
年
変
わ
り
、

月
の
影
の
範
囲
も
狭
い
た
め
、
影
が
人
の
住

む
地
域
に
お
ち

る
頻
度
は
低
い
。

　
ま
た
、
太
陽

の
大
き
さ
は
月

の
約
４
０
０
倍

あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
地
球

か
ら
見
る
大
き

さ
は
さ
ほ
ど
変

わ
ら
な
い
。
こ

れ
は
、
地
球
か

ら
太
陽
ま
で
の

距
離
が
月
ま
で

の
約
４
０
０
倍

遠
い
と
こ
ろ
に

あ
る
た
め
で
、

こ
の
微
妙
な
位

置
関
係
が
も
た

ら
す
日
食
は
、

太
陽
系
の
中
で

は
地
球
だ
け
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
日
食
が
起
き
る
条
件
が
こ
こ
ま
で
整
っ

た
の
は
、
幾
つ
も
の
偶
然
が
重
な
っ
た
結
果

で
あ
り
、
ま
さ
に
宇
宙
の
奇
跡
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
太
陽
系
以
外

を
見
て
も
、
同
じ
よ
う
な
日
食
を
見
ら
れ
る

確
率
は
本
当
に
ま
れ
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、

日
食
は
他
の
天
文
現
象
に
比
べ
て
ロ
マ
ン
を

感
じ
る
人
が
多
い
の
だ
ろ
う
。

　
ち
な
み
に
、
同
じ
場
所
で
金
環
日
食
（
も

し
く
は
皆
既
日
食
）
が
起
き
る
の
は
、
数
百

年
に
１
回
と
さ
れ
、
阿
南
市
で
次
に
金
環
日

食
が
見
ら
れ
る
の
は
83
年
後
、
皆
既
日
食
は

９
３
５
年
も
先
と
な
る
。

平
家
に
味
方
し
た
金
環
日
食

　
天
体
現
象
は
、
と
き
に
歴
史
の
流
れ
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
。
日
本
の
古
典
に
も
日

食
に
つ
い
て
の
数
多
く
の
記
述
が
残
っ
て
い

る
が
、
そ
の
中
で
も
有
名
な
の
が
１
１
８
３

年
（
寿
永
２
年
）
の
金
環
日
食
だ
ろ
う
。「
源

平
盛
衰
記
」
に
は
、
金
環
日
食
が
平
氏
の
味

方
と
な
り
、
平
氏
が
源
氏
を
撃
退
し
た
と
記

さ
れ
て
い
る
。

　「
天
俄に
は
か

に
曇く
も
り

て
日
の
光
も
見
え
ず
、
闇
の

夜
の
如
く
に
成
た
れ
ば
、
源
氏
の
軍
兵
共
日

蝕
と
は
不し
れ
ず知
、
い
と
ゞ
東
西
を
失
て
舟
を
退

て
、
い
づ
ち
共
な
く
風
に
随
つ
て
遁
行
。
平

氏
の
兵つ
は
も
の
ど
も共
は
兼
て
知
に
け
れ
ば
、
い
よ
ゝ
時

を
造
り
重
て
攻
戦
」

　
こ
の
と
き
、
源
氏
と
平
氏
は
水
島
の
戦
い

の
最
中
だ
っ
た
。
何
も
知
ら
な
い
源
氏
に
対

し
、
平
氏
は
こ
の
日
に
日
食
が
起
き
る
こ
と

を
知
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
源
氏
は
平
氏
の

軍
勢
に
敗
走
し
、
こ
の
「
水
島
の
戦
い
」
に

お
け
る
勝
利
で
、
平
氏
は
一
時
勢
い
を
盛
り

返
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

太陽・月・地球の大きさ、距離、公転の傾きは誇張して画いています。

源
氏
、
平
氏
の
盛
衰
興
亡
を
百
数
十
項
目
に
わ
た
っ

て
く
わ
し
く
叙
述
す
る
「
源
平
盛
衰
記
（
全
48
巻
）」。

（
写
真
提
供
：
長
野
電
波
技
術
研
究
所
付
属
図
書
館
）
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そ
れ
ぞ
れ
の
金
環
日
食

　
観
望
会
は
科
学
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
ほ

か
、
市
内
の
一
部
の
小
中
学
校
で
も
登
校
時

間
を
早
め
る
な
ど
し
て
実
施
さ
れ
た
。

　
新
野
中
学
校
で
は
地
域
住
民
も
詰
め
か

け
、
金
環
日
食
に
つ
い
て
の
説
明
会
も
行
わ

れ
た
。
ま
た
、
小
学
校
で
は
長
生
、
吉
井
、

山
口
、
椿
、
伊
島
、
新
野
東
小
学
校
で
全
校

生
徒
を
対
象
に
実
施
さ
れ
、
吉
井
小
学
校
で

は
ピ
ン
ホ
ー
ル
を
使
っ
た
投
影
実
験
も
行
わ

れ
た
。

　
天
文
現
象
と
い
え
ば
天
体
望
遠
鏡
を
の
ぞ

い
た
り
写
真
に
収
め
た
り
し
て
見
る
こ
と
に

夢
中
に
な
り
が
ち
だ
が
、
そ
の
楽
し
み
方
は

実
に
さ
ま
ざ
ま
。
阿
南
市
俳
句
連
合
会
や
阿

南
川
柳
会
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
さ
っ
そ
く
金

環
日
食
の
情
景
を
詠
ん
だ
句
や
川
柳
が
寄
せ

ら
れ
た
。（
40
余
り
寄
せ
ら
れ
た
作
品
の
中

か
ら
６
作
品
を
紹
介
。）

人
と
科
学
、
人
と
宇
宙
を
つ
な
ぐ

架
け
橋
と
な
っ
て

　
科
学
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
の
堀
さ
ん

は
、
今
回
の
金
環
日
食
を
こ
う
振
り
返
る
。

　「
平
日
の
早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く

の
方
が
観
望
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま

し
た
。
そ
し
て
、
あ
の
感
動
的
な
光
の
環
を

見
て
、
宇
宙
に
対
す
る
興
味
や
関
心
が
さ
ら

に
高
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
金

環
日
食
が
見
ら
れ
た
の
は
、
わ
ず
か
１
分
足

ら
ず
で
し
た
が
、
世
紀
の
瞬
間
に
居
合
わ
せ

た
喜
び
と
感
動
は
一
生
忘
れ
る
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
」

　
科
学
セ
ン
タ
ー
は
、
今
年
７
月
で
開
設
15

周
年
を
迎
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
活
動

が
実
り
、
特
に
天
体
の
分
野
で
は
徳
島
県
の

宇
宙
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
そ
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。「
こ
う
し
た
専
門
施
設
が

身
近
に
あ
る
こ
と
は
、
阿
南
市
の
誇
れ
る
と

こ
ろ
だ
。」
と
、
堀
さ
ん
は
強
調
す
る
。

　「
今
年
１
月
に
は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航

空
研
究
開
発
機
構
）
と
宇
宙
教
育
に
関
す
る

連
携
協
定
を
結
び
、
宇
宙
・
天
文
に
関
す
る

催
し
や
小
中
学
校
へ
の
講
師
派
遣
な
ど
、
教

育
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
科
学
セ
ン
タ
ー
が
人
と

科
学
、人
と
宇
宙
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
な
り
、

一
人
で
も
多
く
の
科
学
フ
ァ
ン
、
天
文
フ
ァ

ン
を
増
や
し
て
い
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

身
近
な
存
在
で
あ
り
続
け
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」

　    

　 

　
　
　
　
　
　
阿
南
市
俳
句
連
合
会 

選

　
　
　
　
　
　
　
　

日
の
国
の
金
環
食
や
田
草
取 

安
部 

正
剛

　
　
　
　
　
　
　
　

風
青
し
金
環
食
の
あ
さ
ぼ
ら
け 

市
瀬 

和
子

　
　
　
　
　
　
　
　

夏
蝶
や
金
環
日
食
待
つ
路
地
に 

神
野 

春
月

阿
南
川
柳
会 

髙
木
旬
笑 

選

子
孫
に
と
遮
光
グ
ラ
ス
を
取
っ
て
お
く 

橋
本 

征
介

　
　
　
　
　
　
　
　

八
十
路
来
て
金
環
食
が
観
え
る
運 

臣
守 

愛
香

　
　
　
　
　
　
　
　

寝
坊
助
も
金
環
食
へ
早
く
起
き 

長
谷 

英
子

　２月12日に科学センターで行われ
たコズミックカレッジで日食観察用
めがねを作る山崎海里さん（富岡小
６年）。当日は朝６時に起きて、弟
と一緒に自宅で金環日食を観察し
ました。
　「薄く雲がかかっていましたが、
日食めがねで見るときれいな光のリ
ングが見えました。金というよりも白
に近い感じでした。日食が始まると
ワクワクして、リングになった時は
感動しました。月や太陽がどのよう
にして生まれ、今の軌道になったの
か知りたいです。将来、月に住める
かもしれないと本で読んだことがあ
ります。ほかの星にも住むことがで
きるようになるのか、興味がありま
す」
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江
戸
時
代
、
電
気
の
こ
と
を

エ
レ
キ
テ
ル
と
い
い
、
日
本
で

最
初
に
エ
レ
キ
テ
ル
を
紹
介
し

た
の
は
発
明
家
・
平
賀
源
内
（
現

在
の
香
川
県
出
身
）
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
賀
源
内
は
、
オ

ラ
ン
ダ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
静
電

気
装
置
を
修
復
し
、
見
世
物
と

し
て
世
間
の
人
々
を
驚
か
せ
た

だ
け
で
、
電
気
の
原
理
な
ど
は

理
解
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

日
本
の
電
気
学
の
開
祖
は
蘭

学
者
・
橋
本
宗
吉
と
い
う
人
物

で
し
た
。

　

橋
本
宗
吉
は
１
７
６
３
年（
宝

暦
13
年
）
阿
波
の
国
、
荒
田
野

村
（
現
在
の
阿
南
市
新
野
町
）

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
新
野
の
ど

こ
か
、
ま
た
家
庭
環
境
は
ど
う

だ
っ
た
か
、
詳
し
く
は
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
祖
父
・
橋
本

丹
治
兵
衛
は
荒
田
野
の
郷
士
で

あ
り
、
こ
の
地
で
生
を
受
け
た

宗
吉
は
、
幼
少
の
頃
、
父
・
伊

平
と
と
も
に
浪
花
（
現
在
の
大

阪
）
に
渡
り
ま
し
た
。

　

若
く
し
て
そ
の
才
能
を
見
込

ま
れ
、
26
歳
の
と
き
浪
花
の
文

化
人
や
町
医
者
か
ら
の
援
助
を

受
け
て
江
戸
へ
留
学
し
た
宗
吉

は
、
大お

お

槻つ
き

玄げ
ん

沢た
く

や
杉す

ぎ

田た

玄げ
ん

白ぱ
く

の

薫
陶
を
得
、
わ
ず
か
２
カ
月
で

４
万
語
の
オ
ラ
ン
ダ
語
を
マ
ス

タ
ー
（
現
在
、
高
校
卒
業
ま
で

に
習
う
英
単
語
数
は
３
千
語
）

し
た
と
い
い
ま
す
。
４
カ
月
の

留
学
を
終
え
帰
阪
し
た
宗
吉
は
、

医
学
書
や
天
文
学
の
専
門
書
を

翻
訳
し
な
が
ら
修
養
を
積
み
、

34
歳
で
浪
花
初
の
蘭
学
塾
「
絲し

漢か
ん

堂ど
う

」
を
開
塾
。
翌
年
に
は
総

勢
80
人
の
門
人
が
集
ま
る
な
ど
、

宗
吉
の
名
は
全
国
に
知
れ
渡
り
、

大
坂
蘭
学
の
祖
と
ま
で
い
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ち
な

み
に
、
絲
漢
堂
の
門
弟
に
中な

か

天て
ん

遊ゆ
う

が
お
り
、
中
天
遊
に
師
事
し

た
緒お

方が
た

洪こ
う

庵あ
ん

の
高
弟
が
福ふ

く

沢ざ
わ

諭ゆ

吉き
ち

と
繋
が
り
、
宗
吉
が
興
し
た

大
坂
蘭
学
は
、
後
の
日
本
社
会

の
近
代
化
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
当
時
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と

な
っ
た
『
オ
ラ
ン
ダ
新
訳
地
球

全
図
』、
薬
品
製
造
を
最
も
早
く

記
述
し
た
『
蘭
科
内
外
三
法
方

典
』
な
ど
、
天
文
学
、
医
学
の

先
駆
的
専
門
書
を
世
に
送
り
出

し
た
宗
吉
は
、
数
々
の
実
験
を

試
み
な
が
ら
エ
レ
キ
テ
ル
の
研

究
に
没
頭
し
、
１
８
１
１
年
、

宗
吉
が
48
歳
の
と
き
、
我
が
国

初
め
て
と
な
る
学
術
的
な
電
気

の
研
究
書
『
阿お

蘭ら
ん

陀だ

始
制
エ
レ

キ
テ
ル
究
理
原
』
上
下
二
巻
を

完
成
、
大
き
く
評
価
さ
れ
、
日

本
電
気
学
の
創
始
者
と
呼
ば
れ

た
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、日
本
の
電
気
学
は
、

荒
田
野
（
新
野
町
）
が
ル
ー
ツ

と
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
２
０
０
年
後
、
現

在
、光
の
主
流
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
世
界
一
の
日
亜
化
学
も

新
野
町
か
ら
生
ま
れ
た
企
業
で

す
。
阿
南
市
民
と
し
て
誇
り
が

も
て
る
話
だ
と
思
い
ま
す
。

　
お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
会
議
用
長
机
22
台

新
野
町
　
新
野
軍
恩
会
会
長

白
　
シ
ズ
エ
様
か
ら
新
野
公

民
館
施
設
充
実
品
と
し
て

●
シ
ュ
ー
ズ
そ
の
ま
ま
ス

リ
ッ
パ
12
足

阿
南
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

協
会
様
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
総
合

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
那
賀
川
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
施
設
充
実

品
と
し
て

　
以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

８
月
１
日
に
更
新

　
現
在
お
持
ち
の
「
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
」
の
有
効
期
限

は
７
月
31
日
㈫
で
す
。
８
月
１
日

㈬
以
降
は
、
７
月
中
に
送
付
す
る

新
し
い
被
保
険
者
証
（
オ
レ
ン
ジ

色
）
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、「
後
期
高
齢
者
医
療
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
の
有
効
期
限
も
７
月
31
日

㈫
で
す
。
平
成
23
年
度
の
認
定
証

を
お
持
ち
の
方
で
、
平
成
24
年
度

も
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
確
認
で

き
た
方
に
は
７
月
中
に
新
し
い
認

定
証
を
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
な
が
い
き
課

（
☎
22
︲
８
０
６
４
）
へ

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
様
へ

限
度
額
認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

　
現
在
お
持
ち
の
認
定
証
の
有
効

期
限
は
７
月
31
日
㈫
で
す
。
８
月

以
降
も
認
定
証
が
必
要
な
方
は
、

交
付
申
請
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
自
己
負
担
限
度
額
等
の
支
払
い

　
70
歳
未
満
の
方
は
、
医
療
機
関

の
窓
口
で
「
限
度
額
認
定
証
」
を

提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
費

（
１
カ
月
ご
と
）
の
支
払
金
額
が
、

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
で
済
み
ま

す
。
ま
た
、
住
民
税
が
非
課
税
世

帯
の
場
合
は
、
入
院
時
の
食
事
代

も
合
わ
せ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。
70

歳
以
上
の
国
保
加
入
者
の
方
で
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
場
合
は
、「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
自

己
負
担
限
度
額
や
入
院
時
の
食
事

代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

受
付
開
始
日
　
７
月
２
日
㈪
か
ら

申
請
に
必
要
な
も
の
　
被
保
険
者

証
、
印
鑑
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
は
、
入
院
時
の
領
収
書
ま
た

は
証
明
書
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課

（
☎
22
‐
１
１
１
８
）
へ

　
日
本
の
電
気
学
の
祖
・
橋
本
宗
吉
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国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
を

７
月
か
ら
受
付

　
経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る

「
保
険
料
免
除（
一
部
免
除
）制
度
」

や
「
若
年
者
（
30
歳
未
満
）
納
付

猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
免
除

申
請
に
は
所
得
要
件
が
あ
り
、
本

人
、
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
（
納

付
猶
予
は
本
人
お
よ
び
配
偶
者
）

の
前
年
所
得
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
保
険
年
金
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
前
年
度
分
（
平
成
23
年
７
月
分

か
ら
平
成
24
年
６
月
分
ま
で
）
の

免
除
申
請
は
、
７
月
31
日
㈫
ま
で

で
す
。

申
請
時
に
必
要
な
も
の
　
年
金
手

帳
、
印
鑑

※
退
職
（
失
業
）
し
た
こ
と
を
確

認
で
き
る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
ま
た
は
離
職
票
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課

（
☎
22
‐
１
１
１
８
）
へ

わ
な
猟
免
許
取
得

補
助
金
申
請
の
受
付

対
象
　
次
の
条
件
に
す
べ
て
該
当

す
る
方

•
阿
南
市
に
住
所
を
有
す
る
方

•
平
成
24
年
度
内
に
わ
な
猟
免
許

　
を
新
た
に
取
得
す
る
方

•
わ
な
猟
免
許
取
得
後
、
狩
猟
者

　
登
録
を
行
い
、
有
害
鳥
獣
駆
除

　
業
務
に
従
事
す
る
方

補
助
金
額
　
６
５
０
０
円
（
講
習

会
受
講
料
相
当
額
）

定
員
　
20
人
（
申
込
順
に
受
付
）

申
請
期
限
　
平
成
25
年
２
月
28
日

㈭申
請
方
法
　
申
請
書
（
農
林
水
産

課
備
え
付
け
）
に
必
要
書
類
を
添

付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

①
わ
な
猟
狩
猟
者
登
録
証
の
写
し

②
補
助
対
象
と
な
る
講
習
会
受
講

　
料
領
収
証
の
写
し

③
有
害
鳥
獣
駆
除
業
務
に
従
事
す

　
る
旨
の
誓
約
書

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は
　
農
林

水
産
課
（
☎
22
︲
１
５
９
８
）
へ

情
報
公
開･

個
人
情
報
保
護

制
度
の
施
行
状
況
の
内
容

　
平
成
23
年
度
の
施
行
状
況
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
行
政
情
報
課

（
☎
28
︲
９
８
８
５
）
へ

救急

火災

あぶない！こんなに事故が

●阿南署管内平成24年5月分合計　
　カッコ内は１月からの累計

件　　数
死　　者
負 傷 者
件 数
搬送人数
件 数
損 害 額

230件（1,091）
0人（ 1）

36人（ 146）
292件（1,388）
279件（1,326）

1件（ 11）
0千円

（7,605千円）

交通
事故 開示

請求
処理
件数

処　理　の　状　況
公開率

開示 部分開示 不開示 不存在等

情報公開 56 63 12 30 4 17 91.3％

個人情報 0 0 0 0 0 0 0％

公開率（%）＝ × 100
開示件数＋部分開示件数
処理件数－（不存在等件数）

情報公開・個人情報保護の施行状況　
（単位：件）

◆申込資格等　次の①～④にすべて該当する方。
①阿南市に住民登録または勤務地を有し、持家がないなど居

住に困っていると認められる方。
②同居しようとする親族がいること。ただし、婚約者の場合は、

入居を指定した日から 3 カ月以内に結婚し、同居できる方に
限ります。

③政令で定める収入基準を満たす方。
④申込者および同居する親族が暴力団員でないこと。

◆申し込みに必要な書類　
①市営住宅使用申込書（住宅建築課備え付け）。
　※申込書には押印が必要。
②入居希望者全員の住民票。
③収入を証する書類（所得課税証明書、源泉徴収票（給与支

払明細書）など）。
④婚約中の方は、婚約が証明できる書類。

◆入居者の選定方法　
①受付時に書類審査を行います。書類に不備がある場合は受

け付けできません。
②書類審査後、希望する住宅を1 つ選んでいただきます。
③各住宅で募集戸数を超える申し込みがある場合は、抽選に

より決定します。
④不正な申し込み等が発見された場合は、当選資格を取り消し

ます。また、申し込み後、入居までに同居親族の変更（出産、
死亡を除く）または婚約者が変わった場合は、その申し込み
を無効とします。

◆受付日時　７月12 日㈭・13 日㈮　午前 9 時～午後５時
◆抽選日　７月 24 日㈫・25 日㈬　※抽選がある場合のみ
◆入居予定日　平成 24 年９月１日㈯

※家賃、敷金、収入基準などさまざまな条件や制約があります
ので、くわしくは、お問い合わせください。

問い合わせは　住宅建築課（☎ 22 － 3431）へ

　次の市営住宅への入居者を募集します。

〈一般募集住宅〉　

住　宅　名 所　在　地 戸　数 間　取
中　川　原 横見町中川原 １ ２LDK
福　井　森 福井町森 １ ３DK

橘 橘町幸野 １ ３DK
赤　　　池 那賀川町赤池 １ ３DK
中　　　島 那賀川町中島 ２ ３DK

市営住宅入居者募集
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ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画
祭

ホ
ー
ム
ビ
デ
オ
映
像
作
品
募
集

　
本
年
９
月
に
、
兵
庫
県
南
あ
わ

じ
市
に
お
い
て
、
ア
ジ
ア
国
際
子

ど
も
映
画
祭
関
西
・
四
国
・
中
国

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
、
ま
た
、
11
月

に
国
際
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
は
「
あ
な
た
に
と
っ
て
の

命
」
を
テ
ー
マ
に
、
小
学
生
・
中

学
生
・
高
校
生
の
皆
さ
ん
か
ら
広

く
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
作
品
　
ホ
ー
ム
ビ
デ
オ
で
撮

影
し
た
未
公
開
の
３
分
間
の
も
の

申
込
方
法
　
８
月
31
日
㈮
ま
で
に

南
あ
わ
じ
市
教
育
委
員
会
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
、
各
小
中
学
校
に

配
布
し
て
い
る
応
募
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
学
校
教
育
課

（
☎
22
︲
３
３
９
０
）
へ

量
水
器
の
位
置
確
認
の

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
上
水
道
情
報
管
理
デ
ー
タ
を
整

備
し
、
上
水
道
施
設
の
適
正
な
管

理
と
復
旧
作
業
を
迅
速
に
行
う
た

め
の
立
ち
入
り
調
査
を
行
い
ま

す
。
調
査
を
行
う
際
は
事
前
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

調
査
地
区
　
新
野
町

調
査
内
容
　
▼
道
路
内
の
水
道
管

の
埋
設
位
置
と
弁
栓
類
の
調
査
▼

各
戸
の
量
水
器
の
位
置
確
認

期
間
　
７
月
～
12
月
（
予
定
）

※
調
査
員
は
阿
南
市
水
道
部
委
託

者
の
腕
章
を
つ
け
、
調
査
業
務
従

事
者
の
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま

す
。
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
水
道
部
工
務
課

（
☎
22
︲
３
２
９
５
）
へ

公
共
下
水
道

受
益
者
負
担
金
の
納
付

　
平
成
24
年
度
の
納
付
書
は
、
８

月
上
旬
に
受
益
者
へ
発
送
し
ま

す
。
昨
年
度
か
ら
分
割
払
い
で
納

付
さ
れ
て
い
る
方
や
、
今
年
度
か

ら
供
用
開
始
と
な
っ
た
土
地
で
猶

予
を
受
け
ら
れ
て
い
た
方
な
ど
が

納
付
対
象
で
す
。

納
期
　
８
月
・
11
月
・
２
月

口
座
振
替
の
手
続
き

　
分
割
払
い
で
納
付
さ
れ
て
い
る

方
で
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
次
の
金
融
機
関
で
７
月
17
日

㈫
ま
で
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

阿
波
銀
行
・
徳
島
銀
行
・
四
国
銀

行
・
高
知
銀
行
・
阿
南
信
用
金
庫
・

四
国
労
働
金
庫
・
阿
南
農
業
協
同

組
合
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

問
い
合
わ
せ
は
　
下
水
道
課

（
☎
22
︲
１
７
９
６
）
へ

　
今
夏
の
電
力
需
給
は
厳
し
い
状

況
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
な
か
、徳
島
県
で
は
省
エ
ネ
・

省
資
源
運
動
を
県
民
総
ぐ
る
み
で

取
り
組
む
こ
と
に
し
て
お
り
、
本

市
で
も
「
夏
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
」

の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

「
夏
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
」

　
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
環

で
、「
夏
を
涼
し
く
、
そ
し
て
楽

し
く
過
ご
す
た
め
」
の
省
エ
ネ
・

省
資
源
の
取
り
組
み
で
す
。

•

28
度
冷
房
と
服
装
の
軽
装
、
不

要
な
電
灯
・
Ｏ
Ａ
機
器
・
テ
レ

ビ
等
の
電
源
オ
フ
、
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ

•
家
庭
の
電
気
使
用
の
節
電
の
た

め
、
公
共
施
設
の
利
用
や
イ
ベ

ン
ト
等
へ
の
参
加

•
電
化
製
品
の
省
エ
ネ
機
器
へ
の

買
い
換
え
、
電
化
製
品
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス

問
い
合
わ
せ
は
　
環
境
保
全
課

（
☎
22
︲
３
４
１
３
）
へ

▲映画化を喜ぶモンゴルの球児たち

夏のエコスタイルに
ご協力を

安
全
で
安
心
な
学
校
施
設
へ
耐
震
化
が
進
ん
で
い
ま
す

　
平
成
20
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
耐
震
補
強
工
事
に
つ
い
て
、

昨
年
度
は
、
見
能
林
、
羽
ノ
浦
、

今
津
小
学
校
で
実
施
し
、
平
成
23

年
度
末
現
在
の
耐
震
化
率
は
、

80
・
8
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
大
野
、
今
津
、
岩
脇
、

羽
ノ
浦
小
学
校
お
よ
び
羽
ノ
浦
中

学
校
で
実
施
し
ま
す
。

　
一
方
、
校
舎
改
築
工
事
に
つ
い

て
、
現
在
、
阿
南
第
一
、
那
賀
川

中
学
校
で
整
備
を
進
め
て
お
り
、

平
成
25
年
度
中
に
工
事
を
完
了
す

る
予
定
で
す
。
ま
た
、
阿
南
中
学

校
は
、
今
年
度
か
ら
校
舎
棟
の
改

築
を
行
い
、
屋
内
運
動
場
の
改
築

や
グ
ラ
ン
ド
整
備
を
含
め
、
平
成

27
年
度
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
教
育
委
員
会
総

務
課
（
☎
22
︲
３
２
９
９
）
へ

学校数 全 棟 数
耐震補強が必
要と見込まれ
る棟数※

うちＨ24実施
予定分

（改築工事を除く）

（棟） （㎡） （棟） （㎡） （棟） （㎡）

小学校 22校
校舎 53 54,921 4 2,340 3 2,014 
屋体 22 15,648 3 1,708 2 1,196 
計 75 70,569 7 4,048 5 3,210 

中学校 10校
校舎 30 36,082 10 18,417 1 463 
屋体 14 12,388 6 6,151 0 0 
計 44 48,470 16 24,568 1 463

幼稚園 ９園
園舎 6 3,464 1 365 
計 6 3,464 1 365 

合　計 ４１
校・園

校舎 83 91,003 14 20,757 4 2,477
屋体 36 28,036 9 7,859 2 1,196 
園舎 6 3,464 1 365 
計 125 122,503 24 28,981 6 3,673 

■学校施設の耐震化の進捗状況

※平成23年度末時点の状況です。なお、中学校については、今後改築予定の棟数も含んでいます。
　（各学校施設の耐震性能一覧については、市のホームページに掲載しています。）

（平成24年3月31日現在）

〈No.23〉
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のまちステーションプラザ 

羽
ノ
浦
農
業
集
落
排
水

処
理
施
設
使
用
の
再
募
集

　
羽
ノ
浦
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
処
理
区
域
内
人
口
の
見
直
し
に

よ
り
使
用
戸
数
に
空
き
が
で
き
た

た
め
、
再
募
集
し
ま
す
。

募
集
開
始
　
７
月
2
日
㈪
～

募
集
戸
数
　
69
戸（
２
４
５
人
分
）

対
象
区
域
　
羽
ノ
浦
農
業
集
落
排

水
処
理
施
設
処
理
区
域
内
（
農
地

整
備
課
で
確
認
で
き
ま
す
。）

※
募
集
戸
数
ま
た
は
募
集
戸
数
に

相
当
す
る
人
員
に
到
達
次
第
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。ま
た
、

管
路
に
接
続
す
る
工
事
費
・
使
用

料
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
農
地
整
備
課

（
☎
22
︲
１
５
９
９
）
へ

ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
短
期
講
座

受
講
者
募
集

　
自
由
な
発
想
で
自
分
の
プ
レ
ー

ト
に
絵
付
け
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
７
月
20
日
㈮
　
午
後
７
時

～
８
時
30
分

場
所
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
員
　
15
人

対
象
者
　
市
内
に
居
住
ま
た
は
職

場
を
有
す
る
35
歳
ま
で
の
勤
労
青

少
年
（
学
生
を
除
く
）

受
講
料
　
５
０
０
円

※
当
ホ
ー
ム
未
登
録
者
は
入
会
費

１
０
０
０
円
が
必
要

講
師
　
湯
浅
尚
子
さ
ん

持
っ
て
く
る
も
の
　
タ
オ
ル
1
枚

申
込
締
切
日
　
７
月
13
日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
42
︲

４
５
７
２
）
へ
（
受
付
時
間
　
土
・

日
・
祝
を
除
く
午
後
１
時
～
９
時
）

か
も
だ
岬
温
泉
オ
ー
プ
ン

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

日
時
　
７
月
16
日
㈷
　
午
後
１
時

～
２
時
30
分
（
予
定
）

内
容
　
▼
『
阿
南
高
専
落
語
研
究

部
』
に
よ
る
落
語
＆
大
喜
利
▼
文

理
・
四
国
大
学
女
性
コ
ン
ビ
『
セ

カ
ン
ド
ス
ト
ー
リ
ー
』
に
よ
る
漫

才
＆
ト
ー
ク
▼『
戸
村
恵
里
さ
ん
』

に
よ
る
津
軽
三
味
線
ラ
イ
ブ

温
泉
と
れ
と
れ
市
も
同
時
開
催

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

問
い
合
わ
せ
は
　
か
も
だ
岬
温
泉

（
☎
21
︲
３
０
３
０
）
へ

■展示コーナー　10：00 ～ 20：00
　 ハワイアンキルト作品展　8日㈰まで
　漫画イラスト展示　10日㈫～18日㈬
　野球のまち阿南まちかどミュージアム
　「野球グッズ展示会」　21日㈯～29㈰
　粘土で作った小さな花　31日㈫～8月18日㈯
■体験会　　　　　　　　　　　　　　 
　楽しくプリ・フラレッスン

8日㈰13：00～15：00【申込締切日】３日㈫
　11日㈬18：00～19：30 【申込締切日】６日㈮
　【参加費】2,000円　【定員】各10人　
　【持ってくるもの】はさみ

７月の催し

問い合わせは　光のまちステーションプラザ
　　　　　　　（☎ 24 － 3141）へ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作
りを常時開催中 !　　

　日本・モンゴル国交40周年作品・映画「モンゴル野球
青春記」に出演していただけるボランティアエキストラを
募集します。映画撮影にご興味のある方は、次の要領でお
申し込みください。（昼食は用意させていただきます。）

撮 影 日　９月１日㈯ 〜７日㈮の参加できる日
　　　　　（8：00 〜 18：00）
撮影場所　JAアグリあなんスタジアム
募集内容　日本 対 モンゴルの試合を観戦する人
応募資格　どなたでもご応募いただけます。
募集人数　300人程度
応募方法　①氏名、②住所、③性別、④年齢、⑤連絡先（携

帯電話・メールアドレス）を記入のうえ、メール
または FAX でお申し込みください。いただいた
個人情報は、目的以外には使用いたしません。

申 込 先　㈱アールグレイフィルム内
　　　　　「モンゴル野球青春記」製作実行委員会事務局
　　　　　e-mail info@egfilm.co.jp
　　　　　FAX 03‒5312‒2106
問い合わせは　野球のまち推進課（☎ 22‒1297）へ

モンゴル野球青春記 ボランティアエキストラ募集

▲映画化を喜ぶモンゴルの球児たち

あらすじ、映画撮影決定までの経緯は、
野球のまち阿南公式ホームページでご
覧いただけます。
ホームページアドレス
http://baseball.city.anan.tokushima.jp/

阿南の海に一番早い夏が来る！

海開き　７月１日㈰～８月20日㈪
北の脇海水浴場、淡島海水浴場

初日と最終日は
開催時間が
異なります。

問い合わせは　商工観光労政課（☎ 22 － 3290）へ

阿南の海に一番早い夏が来る！

海開き　７月１日㈰～８月20日㈪
北の脇海水浴場、淡島海水浴場
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阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発

研
究
講
座
受
講
生
募
集

目
的
　
講
座
を
集
中
的
に
開
催
す

る
こ
と
で
、
人
権
課
題
を
よ
り
専

門
的
に
学
び
見
識
を
深
め
ま
す
。

応
募
資
格
　
市
内
在
住
ま
た
は
市

内
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
で
、
本

講
座
の
目
的
に
賛
同
し
、
講
座
課

目
終
了
時
ま
で
継
続
し
て
受
講
で

き
る
方

募
集
人
数
　
40
人
（
夏
期
講
座
）

※
秋
期
講
座
は
改
め
て
募
集

日
程

▼
８
月
３
日
㈮
・
10
日
㈮

『「
人
権
啓
発
」
と
「
青
少
年
健
全

育
成
」
を
つ
な
ぐ
も
の
』

講
師
：
福
井
　
脩
さ
ん
（
海
陽
町

教
育
委
員
会
教
育
長
）

▼
８
月
17
日
㈮
・
24
日
㈮

「
災
害
時
に
役
立
つ
手
話
教
室（
基

礎
編
・
応
用
編
）」

講
師
：
中
木
敏
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
つ
な
ぐ
手
た
け
の
こ
副
理
事

長
）
ほ
か

時
間
　
午
後
２
時
～
４
時

場
所
　
文
化
会
館
　
研
修
室
２

申
込
締
切
日
　
７
月
23
日
㈪

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

人
権
・
男
女
参
画
課
（
☎
22
︲

３
０
９
４
）
へ

同
和
問
題
講
演
会
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

日
時
　
７
月
28
日
㈯
　
午
後
１
時

20
分
～
３
時
30
分

場
所
　
夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）

演
題
　「
人
権
教
育
・
啓
発
の
今

日
的
課
題
と
同
和
問
題
」

講
師
　
上
杉
孝
實
さ
ん
（
京
都
大

学
名
誉
教
授
）

日
本
女
性
会
議
２
０
１
２

仙
台
大
会
参
加
者
募
集

日
程
　
10
月
25
日
㈭
～
28
日
㈰

※
25
日
夜
に
出
発
し
、
28
日
朝
に

帰
着
予
定
（
行
き
帰
り
車
中
泊
）

参
加
費
　
５
万
５
千
円（
交
通
費
、

宿
泊
費
、
大
会
参
加
負
担
金
等
を

含
む
）

募
集
期
間
　
７
月
２
日
㈪
～
20
日
㈮

問
い
合
わ
せ
は
　
人
権
・
男
女
参

画
課
男
女
共
同
参
画
室
（
☎
22
︲

７
４
０
１
）
へ

阿
南
市
地
域
福
祉
活
動
計
画

実
行
委
員
を
公
募
し
ま
す

　
阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
阿
南
市
地
域
福
祉
活
動
計
画

の
推
進
や
成
果
の
検
証
・
評
価
を

し
て
い
た
だ
く
「
地
域
福
祉
活
動

計
画
実
行
委
員
」を
募
集
し
ま
す
。

将
来
の
地
域
福
祉
づ
く
り
に
関
心

の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
18
歳
以

上
の
方
（
７
月
１
日
現
在
）

募
集
人
数
　
３
人
程
度

任
期
　
２
年

応
募
期
間
　
７
月
２
日
㈪
～
23
日
㈪

応
募
方
法
　
申
込
書
（
事
務
所
備

え
付
け
）
に
「
阿
南
市
地
域
福
祉

活
動
計
画
の
実
行
に
あ
た
っ
て
の

私
の
お
も
い
」
を
テ
ー
マ
と
す
る

レ
ポ
ー
ト
８
０
０
字
以
内
（
任
意

様
式
）
を
添
付
し
、
７
月
23
日
㈪

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
社
会
福
祉

協
議
会
事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
　

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
23

︲
７
２
８
８
）
へ

災
害
に
備
え
て

集
中
豪
雨
や
台
風
へ
の
備
え
を

　
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、

日
ご
ろ
か
ら
防
災
・
減
災
の
備
え

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

•
排
水
溝
を
掃
除
し
て
、
水
は
け

を
よ
く
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

•
土
の
う
袋
な
ど
浸
水
を
防
ぐ
物

を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

•
避
難
場
所
や
避
難
経
路
の
確
認

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

•
懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
予

備
電
池
を
準
備
し
ま
し
ょ
う

•
避
難
に
備
え
て
、
非
常
用
持
出

品
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う

•
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
気
象
情
報

を
確
認
し
ま
し
ょ
う

•
大
雨
時
の
外
出
は
避
け
ま
し
ょ
う

•
避
難
勧
告
が
出
た
時
は
、
速
や

か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う

災
害
対
策
（
警
戒
）
本
部
設

置
時
の
被
害
通
報
や
災
害
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

☎
22
︲
３
８
５
４
へ

①
被
害
の
調
査
依
頼
や
報
告

②
避
難
場
所
な
ど
の
問
い
合

　
わ
せ

③
災
害
復
旧
支
援
な
ど

問
い
合
わ
せ
は
　
防
災
対
策
課

（
☎
22
︲
９
１
９
１
）
へ

人
権
教
育
・
啓
発
《
連
載
81
号
》

市内事業所の経営者・管理者の皆様へ
　本市は、差別落書き等の防止のために公共施設
や量販店のトイレなどへの定期的な巡視活動を実
施しています。市内各事業所においても、人権を
踏みにじる悪質な落書き等を防ぐために、事業所
内のトイレや人通りの少ない箇所等に、定期的な
点検を実施し、トイレなどは常に明るく、清潔感
あふれるものにすることによって、日頃から落書き
しにくい状況をつくるなどの対策をお願いします。

差別落書きを発見したら
　万が一、人権を侵害するような内容の落書きな
どを発見した時は、その場で消去しないでできる
だけ早くご連絡ください。

連絡先　人権教育課（☎ 22‐3392）または
人権・男女参画課（☎ 22‐3094）へ

第
73
号

第
73
号

12広報 あなん 2012.07



演奏　全国邦楽合奏フェスティバル
　　　合同曲『童夢』／フィナーレ『巨火』
演奏・ワークショップ
　　　音響を使用する邦楽ワークショップと癒し音楽
　　　「指揮！実験室」ワークショップ　　 
　　　「尺八ソロワンポイントアドバイス」ワークショップ
　　　箏マエストロによる青少年のための
　　　「ワークショップ」と響演「変絃自在」　
講演　ミニ講演『邦楽と宇宙』　　　　　
　　　「未来邦楽へ」パネルディスカッション
展示　故・三木　稔氏の軌跡、「宇宙箏」展示、遊びながら
　　　邦楽を知る、和楽器体験・楽器製作実演

９月14日㈮～ 16日㈰
会場　阿南市文化会館 夢ホール
問い合わせは
第27回国民文化祭阿南市実行委員会事務局
情報文化センター内（☎ 44 － 5000）へ

　
日
本
の
楽
器
に
自
由
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、楽
器
製
作
工
程
の
一
部
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
日
本
の
楽
器
と
い
え
ば
、
箏
、
三
味
線
、

尺
八
、
琵
琶
、
雅
楽
器
な
ど
さ
ま
ざ
ま
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ら
が
育
ま
れ
て
き
た
世
界
は
そ

れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
が
、今
、そ
れ
ら
は
ジ
ャ

ン
ル
を
超
え
て
交
流
し
、
新
た
な
音
楽
が
生

ま
れ
、
さ
ら
に
洋
楽
器
と
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
も

盛
ん
で
、
海
外
か
ら
の
招
聘
も
活
発
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
う
い
っ
た
楽
器

に
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
優
雅
に
演
奏
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す

が
、
実
際
は
絃
が
強
く
張
ら
れ
て
い
て
意
外

に
体
力
が
い
る
箏
、
鳴
ら
し
て
み
る
と
心
地

よ
い
ノ
イ
ズ
が
聞
こ
え
る
三
味
線
や
琵
琶
、

コ
ツ
さ
え
分
か
れ
ば
す
ん
な
り
音
が
鳴
る
尺

八
、
吹
い
て
も
吸
っ
て
も
鳴
る
笙し
ょ
う

…
実
際
に

触
れ
て
み
る
と
、
見
て
い
た
だ
け
で
は
わ
か

ら
な
い
発
見
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
楽
器
の
製
作
実
演
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
箏
、

三
味
線
の
製
作
工
程
の
一
部
と
、
鼓
の
皮
張

り
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
　
　

　
箏
の
素
材
は
桐
の
木
。
な
か
で
も
会
津
桐

が
高
級
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
原
木
を
ど
の
よ

う
に
切
断
す
れ
ば
、
箏
の
表
面
に
渦
が
巻
い

た
よ
う
な
木
目
や
、
真
っ
す
ぐ
縦
に
並
ん
だ

木
目
が
出
る
の
か
。
さ
ら
に
箏
の
内
側
は
ど

の
よ
う
に
彫
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ど
の
部
分

の
作
り
で
響
き
が
変
化
す
る
の
か
な
ど
、
職

人
が
説
明
し
ま
す
。

　
三
味
線
の
素
材
は
、
胴
が
花か

梨り
ん

で
、
棹さ
お

は

奏
者
に
も
っ
と
も
好
ま
れ
る
の
が
堅
い
紅こ
う

木き

で
す
。
花
梨
は
タ
イ
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
、

紅
木
は
イ
ン
ド
か
ら
輸
入
し
て
い
ま
す
。
バ

チ
に
使
用
さ
れ
る
象
牙
や
べ
っ
甲
は
、現
在
、

ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
な
ど
で
輸
入
で
き
な
い
た

め
、
以
前
、
輸
入
さ
れ
た
も
の
を
使
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　
皮
は
長
唄
、地
歌
、津
軽
三
味
線
な
ど
ジ
ャ

ン
ル
に
よ
っ
て
異
な
り
、
猫
の
原
皮
は
台
湾

か
ら
、
犬
は
タ
イ
か
ら
輸
入
し
て
お
り
、
そ

の
皮
張
り
作
業
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
鼓
の
素
材
は
胴
が
桜
の
木
で
、
皮
が
馬
で

す
。
胴
の
内
側
の
彫
り
方
「
か
ん
な
目
」
は

作
者
の
系
統
に
よ
っ
て
異
な
り
、
古
い
も
の

は
荒
く
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
繊
細
に

な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
古
い
胴
の
内
側
に
は

漆
が
塗
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
ら
を
見
比
べ
、

さ
ら
に
、
馬
の
ど
の
部
位
の
皮
が
一
番
よ
く

響
く
の
か
な
ど
の
お
話
を
交
え
な
が
ら
、
皮

張
り
の
実
演
を
し
ま
す
。
プ
ロ
の
奏
者
も
ま

ず
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
の
チ
ャ
ン

ス
を
お
見
逃
し
な
く
!

17 本の竹を並べた笙を吹く体験コーナー。

桑の木で作られた薩摩琵琶の体験コーナー。

三味線を製作する様子。

国
文
祭
を
楽
し
も
う
!
【
和
楽
器
体
験
・
楽
器
製
作
実
演
】

触
っ
て
、
見
て
、
聴
い
て
、
感
じ
よ
う
!

プログラム

※写真はすべて「日本の音フェスティバル」より
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阿
南
風
景
百
選
　

　
　
　
　
　

　
本
事
業
は
、
阿
南
市
の
歴
史
、
文
化
、
自

然
等
の
魅
力
を
伝
え
る
風
景
や
、
日
々
の
暮

ら
し
の
情
景
を
と
ら
え
た
写
真
を
市
内
外
の

方
々
か
ら
募
集
し
、「
風
景
百
選
」
と
し
て

紹
介
す
る
こ
と
で
、
本
市
の
魅
力
を
広
く
Ｐ

Ｒ
す
る
も
の
で
す
。

　
春
、
夏
、
秋
、
冬
、
そ
れ
ぞ
れ
部
門
ご
と

の
風
景
を
題
材
と
し
て
、
平
成
24
年
４
月
か

ら
平
成
25
年
３
月
の
間
に
撮
影
さ
れ
た
作
品

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
応
募
の
受
付
を

行
い
、
そ
れ
ら
の
中
か
ら
「
四
季
の
風
景
大

賞
」
各
１
点
、「
特
別
賞
」
若
干
数
、
入
選

作
品
１
０
０
点
を
選
定
し
、
選
ば
れ
た
作
品

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
文
化
会

館
を
は
じ
め
市
外
で
の
展
示
会
、
ま
た
、
写

真
集
や
観
光
Ｐ
Ｒ
本
の
刊
行
な
ど
に
活
用

し
、
本
市
の
四
季
折
々
の
姿
を
全
国
に
発
信

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
審
査
に
つ
い
て
は
、
日
本
リ
ア
リ
ズ
ム
写

真
集
団
徳
島
支
部
長
で
阿
南
市
文
化
協
会
写

真
部
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
宝
田
町
在
住

の
木
田
英
之
さ
ん
と
、
本
市
出
身
の
俳
人
で

国
内
の
み
な
ら
ず
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
海
外

で
も
ご
活
躍
の
大
高 

翔
さ
ん
に
お
願
い
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
お
二
人
の
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
感
性
に
よ
り

ま
し
て
、
風
情
あ
る
佇
ま
い
や
幻
想
的
な
美

し
い
風
景
を
見
出
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と

存
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
「
風
景
百
選
」
へ
の
取
組

は
、
市
民
の
皆
さ
ま
方
に
、
ま
ち
の
再
発
見

や
ふ
る
さ
と
を
再
認
識
す
る
機
会
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
本
市
の
魅
力
が
写
し
出
さ
れ

た
数
々
の
作
品
を
貴
重
な
財
産
と
し
て
将
来

に
引
き
継
ぐ
も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、「
風
景
百
選
」
を
契
機
に
、
伝

統
文
化
や
観
光
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
新

た
な
事
業
の
展
開
も
期
待
し
て
お
り
、
映
画

や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
の
ロ
ケ
地
と
し
て
の

誘
致
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
婚
活
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
全
国
的
に
晩
婚
化
や
未
婚
者
の
増
加
が
進

み
、
出
生
率
の
低
水
準
が
続
く
な
か
、
少
子

化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
独
身
男
女
に
出
会

い
の
場
の
提
供
や
結
婚
に
関
す
る
情
報
提
供

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
婚
活
支
援
を
行
う

自
治
体
や
団
体
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
　

　
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
農
業
委
員
会
が

「
農
業
後
継
者
育
成
連
絡
協
議
会
（
し
あ
わ

せ
ネ
ッ
ト
・
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｎ
）」
を
、
社
会
福
祉

協
議
会
が
「
婚
活
支
援
協
議
会
」
を
設
立
し
、

結
婚
を
希
望
す
る
男
女
に
登
録
を
し
て
い
た

だ
き
、
結
婚
相
談
、
相
互
紹
介
や
交
流
会
等

を
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
阿
南
商
工
会
議
所
や
青
年
会
議
所

で
は
、
結
婚
イ
ベ
ン
ト
や
パ
ー
テ
ィ
ー
を
催

す
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
工
夫
を
凝
ら

し
、
交
際
へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
も
婚
活

支
援
を
推
進
す
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
あ

る
と
の
思
い
か
ら
、
本
年
度
、
新
た
に
「
婚

活
応
援
係
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
先
、
一
組
で
も
多
く
の
カ
ッ
プ
ル
が

誕
生
す
る
こ
と
を
願
い
、
今
後
の
取
組
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
ず

は
、
各
団
体
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
単
独
で
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
や
情
報
の
共
有
化
を
図
る
な
ど
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
事
業
を
展
開
す

る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
支
援
に
向
け
、
新

た
な
組
織
づ
く
り
の
準
備
に
取
り
か
か
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
日
本
女
性
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　

　「
日
本
女
性
会
議
２
０
１
３
誘
致
し
よ
う

会
」、ま
た「
阿
南
市
女
性
１
０
０
人
委
員
会
」

な
ど
、
多
く
の
方
々
か
ら
本
市
で
の
開
催
を

求
め
る
熱
い
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
大
会
は
、
人
口
が
数
十
万

人
以
上
の
大
都
市
で
行
わ
れ
て
お
り
、
仮
に

本
市
で
開
催
す
る
と
な
り
ま
す
と
、
会
場
や

宿
泊
施
設
、
交
通
手
段
、
受
入
れ
の
態
勢
づ

く
り
な
ど
、
懸
念
さ
れ
る
課
題
が
多
い
こ
と

か
ら
、
慎
重
に
精
査
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
こ
の
度
、
ま
さ
に
、
小
さ
な
ま
ち

の
大
き
な
挑
戦
で
す
が
、
ひ
と
つ
の
節
目
と

な
る
「
第
30
回
日
本
女
性
会
議
」
を
来
年
10

月
に
本
市
で
開
催
し
た
く
、
慣
例
に
よ
り
今

年
度
の
開
催
地
の
仙
台
市
に
対
し
、
申
し
入

れ
す
る
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
会
議
の
運
営
方
針
等
の
検
討
、
ま

た
、
開
催
に
要
す
る
財
源
の
確
保
な
ど
、
具

体
的
な
準
備
作
業
に
取
り
か
か
る
わ
け
で
す

が
、
そ
の
過
程
に
お
き
ま
し
て
、
女
性
協
議

会
に
は
強
い
自
主
性
を
発
揮
し
て
い
た
だ

き
、協
力
し
な
が
ら
、本
市
の
身
の
丈
に
合
っ

た
意
義
あ
る
会
議
を
め
ざ
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

６
月
議
会
が
６
月
１
日
か
ら
19
日
ま
で
の
19
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
日
に
は
、
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
き
ま
し
て
、

市
長
よ
り
所
信
が
表
明
さ
れ
ま
す
。今
議
会
で
表
明
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

６
月
定
例
市
議
会　

市
長
所
信
　

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て
要
旨

部
分
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文

を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
後
日
作
成
さ
れ
ま
す
市
議

会
会
議
録
は
、
図
書
館
、
支
所
、
公

民
館
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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地
震
災
害
に
備
え
た

　

橋
の
耐
震
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　 

　
　

　
地
域
防
災
計
画
で
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
国

道
・
県
道
な
ど
の
緊
急
輸
送
路
へ
ア
ク
セ
ス

す
る
市
道
に
架
か
る
橋
の
う
ち
、
特
に
重
要

な
橋
の
選
定
を
行
い
、
昨
年
度
か
ら
補
助
事

業
を
活
用
し
、
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
落
橋
防
止
や
橋
脚
補
強
な
ど
に
よ
り
耐
震

化
を
図
る
も
の
で
、
現
在
、
柳
島
町
の
「
文

化
橋
」
と
那
賀
川
町
の
「
敷
地
橋
」
に
つ
い

て
実
施
設
計
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
に
お

い
て
順
次
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
発
生
時
の
緊
急
避
難
路
お
よ

び
緊
急
物
資
輸
送
路
の
確
保
、
さ
ら
に
は
集

落
の
孤
立
化
や
復
旧
の
遅
延
な
ど
に
対
す
る

不
安
を
解
消
す
る
た
め
、
ほ
か
の
橋
に
つ
い

て
も
早
期
に
耐
震
化
が
図
れ
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
通
学
路
の
安
全
確
保

　
　
去
る
４
月
に
京
都
府
亀
岡
市
で
、
集
団
登

校
中
の
児
童
の
列
に
乗
用
車
が
突
っ
込
み
、

多
数
の
死
傷
者
を
出
す
、
誠
に
痛
ま
し
い
交

通
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
千
葉
県
や
愛
知
県
、
ま
た
本
県

に
お
き
ま
し
て
も
登
下
校
中
の
児
童
・
生
徒

が
犠
牲
に
な
る
悲
惨
な
交
通
事
故
が
相
次
ぐ

な
ど
、
あ
ら
た
め
て
通
学
路
の
安
全
確
保
が

喫
緊
の
課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま

し
た
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
・
生
徒
の
安
全

安
心
を
脅
か
す
、
こ
の
度
の
一
連
の
出
来
事

を
踏
ま
え
、
市
内
の
す
べ
て
の
小
・
中
学
校

に
対
し
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
交
通
安
全
指
導

の
徹
底
と
通
学
路
の
再
点
検
に
つ
い
て
緊
急

に
指
示
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
小
学
校
に
お
き
ま
し
て
は
、
集
団

登
校
や
兄
弟
姉
妹
、
ま
た
は
近
所
の
児
童
と

一
緒
に
登
校
す
る
な
ど
、
児
童
単
独
で
の
登

校
を
避
け
る
方
策
が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
下

校
時
に
つ
い
て
も
、
学
年
に
よ
っ
て
時
刻
が

異
な
る
こ
と
か
ら
、
同
級
生
あ
る
い
は
近
所

の
児
童
と
の
集
団
下
校
を
指
導
し
て
い
ま

す
。

　
そ
し
て
、
登
校
時
に
は
、
保
護
者
が
当
番

制
に
よ
り
通
学
路
の
各
要
所
で
の
立
哨
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
学
校
に
よ
っ
て
は
地
域

住
民
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
児
童
の

見
守
り
サ
ポ
ー
ト
隊
を
組
織
し
、
登
下
校
の

時
間
帯
に
合
わ
せ
て
通
学
路
の
安
全
確
保
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
学
校
で
は
、
教
員
が
当
番
制
で

通
学
路
の
主
要
箇
所
で
立
哨
を
し
て
い
る
ほ

か
、
毎
月
10
日
、
20
日
な
ど
の
節
目
の
日
に

は
、
各
学
年
の
担
当
教
員
全
員
が
、
あ
ら
か

じ
め
決
め
ら
れ
た
場
所
で
交
通
指
導
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
安
全
部
な
ど

と
連
携
し
て
年
間
に
数
日
、
校
区
内
で
の
立

哨
指
導
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。

　
今
後
は
、
警
察
や
道
路
管
理
者
、
地
域
住

民
の
皆
さ
ま
方
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
強
化

し
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
安
全
に
通
学

で
き
る
よ
う
、
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
農
林
漁
業
行
政

　
所
得
の
減
少
や
就
労
者
の
高
齢
化
に
伴
う

担
い
手
不
足
な
ど
の
恒
常
的
な
課
題
に
加

え
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
検
討
や
二
国
間
で
の

Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）、
あ
る
い
は
日

中
韓
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由
貿
易
協
定
）
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
の
高
度
経
済
連
携
協
定
が
議

論
さ
れ
て
お
り
、
第
一
次
産
業
の
競
争
力
や

体
質
強
化
等
を
図
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
現
況
に
お
い
て
、
こ
こ
数
年
間

の
具
体
的
な
施
策
の
展
開
が
、
農
林
漁
業
を

再
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
の
大
き

な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
下
、国
に
お
い
て
は「
戸

別
所
得
補
償
制
度
の
実
施
」、「
農
山
漁
村
の

六
次
産
業
化
」、「
食
の
安
全
と
消
費
者
の

信
頼
の
確
保
」
を
農
政
の
要
と
し
て
、「
食
」

と
「
地
域
」
の
再
生
を
図
る
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
10
月
に
は
、
新
た
な
農
林
漁
業
再
生

の
取
組
方
針
と
し
て
、「
持
続
可
能
な
力
強

い
農
業
の
実
現
」
や
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
へ

の
農
山
漁
村
の
資
源
の
活
用
促
進
」
な
ど
７

つ
の
戦
略
を
５
年
間
で
集
中
展
開
す
る
「
我

が
国
の
食
と
農
林
漁
業
の
再
生
の
た
め
の
基

本
方
針
・
行
動
計
画
」
を
示
す
と
と
も
に
、

そ
れ
ら
の
施
策
を
地
域
で
実
際
に
推
進
す
る

た
め
の
具
体
的
な
取
組
の
考
え
方
を
提
唱
し

て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
そ
れ
ら
を
踏
ま

え
、
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
へ
の
加
入

を
よ
り
一
層
、
周
知
・
啓
発
し
、
農
業
経
営

の
安
定
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、従
来
の「
地

域
水
田
農
業
推
進
協
議
会
」
や
「
担
い
手
育

成
総
合
支
援
協
議
会
」
な
ど
既
存
の
組
織
を

「
農
業
再
生
協
議
会
」
と
し
て
再
編
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
担
い
手
不
足
や
耕
作
放
棄
地
の
増

加
な
ど
「
人
と
農
地
の
問
題
」
を
解
決
す
る

た
め
の
「
未
来
の
設
計
図
」
と
し
て
、
地
域

の
実
態
に
即
し
た
「
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
、「
持
続
可
能
な
力
強
い

農
業
の
実
現
」
や
「
農
林
漁
業
の
六
次
産
業

化
」
等
に
向
け
、
関
係
機
関
や
各
種
団
体
等

と
連
携
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展

開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



集団検診 個別検診

検診内容と自己負担金

※各施設においてバス等で行う検診で、
　検診結果は約１カ月後に郵送されます。 ※医療機関（診療時間内）で行う検診です。

マンモグラフィー検診のみ

※検診結果については、阿南市の保健事業に有効利用する以外は使用しません。

 ７月27日㈮ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○  ○
 ８月 7日㈫ 椿泊漁協 ○ ○ ○ ○  ○
 9月25日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○
 27日㈭ 那賀川社会福祉会館 ○ ○ ○ ○  ○
 10月８日㈷・㈪ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○  ○
 23日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○
 30日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○
 11月27日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○
 １月24日㈭ ひまわり会館 ○ ○

胃がん・肺がん等の検診

婦人がん検診

胃
が
ん

肺
が
ん

肝
炎
ウ
イ
ル
ス

前
立
腺
が
ん

歯
周
疾
患

特
定
健
診

▶ひまわり会館等
受付：午前9時～10時

 ７月28日㈯ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○
 ８月30日㈭ 那賀川社会福祉会館 ○ ○ ○ ○ ○
 9月25日㈫ ひまわり会館 　 　  ○ ○
 10月14日㈰ 那賀川社会福祉会館 ○ ○ ○ ○ ○
 31日㈬ ひまわり会館 ○ ○  ○ ○
 11月23日㈷・㈮ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○ 
 29日㈭ ひまわり会館 ○ ○  ○ ○ 
 1月29日㈫ ひまわり会館 ○ ○  ○ ○ 

乳
が
ん

骨
そ
し
ょ
う
症

子
宮
頸
が
ん

乳
が
ん

骨
そ
し
ょ
う
症

▶ひまわり会館等
受付：午前9時～10時　
　　　午後1時30分～2時30分

※各検診日の3週間前までに要予約（総合健診センター ☎088－678－7128）へ

※ＪＡ各支店等での検診は、混雑する可能性があります。当日受診者多数の場合は、
がん検診につきましては、お断りすることがありますのでご了承ください。

 ７月13日㈮ ＪＡあなん北部支店 ○ ○ ○ ○ 　 ○
 8月10日㈮ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ 　 ○
 20日㈪ 那賀川公民館 ○ ○ ○ ○ 　 ○
 24日㈮ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ 　 ○
 10月 1日㈪ 加茂谷総合センター ○ ○ ○ ○ 　 ○
 12日㈮ ＪＡあなん南部支店 ○ ○ ○ ○ 　 ○
 22日㈪ アグリあなん ○ ○ ○ ○ 　 ○
 11月 ９日㈮ ＪＡあなん阿南支店 ○ ○ ○ ○ 　 ○
 12日㈪ ＪＡあなん新野支店 ○ ○ ○ ○ 　 ○
 19日㈪ 加茂谷総合センター ○ ○ ○ ○ 　 ○
 12月17日㈪ ＪＡあなん大野事業所 ○ ○ ○ ○ 　 ○
 20日㈭ 那賀川社会福祉会館 ○ ○ ○ ○ 　 ○
 21日㈮ ＪＡあなん椿事業所 ○ ○ ○ ○ 　 ○

胃
が
ん

肺
が
ん

肝
炎
ウ
イ
ル
ス

前
立
腺
が
ん

歯
周
疾
患

特
定
健
診

▶JA各支店等
受付：午前8時30分～9時30分

H25

(30人） (40人）

午　前 午　後

H25

※乳がん検診のみ要予約（保健センター ☎２２－１５９０）へ　 問い合わせは 保健センター ☎22-1590へ

肝炎ウイルス

前立腺がん

前立腺がん

胃がん

胃がん

大腸がん

肺がん

歯周疾患

骨粗しょう症

7月～9月

7月～9月

10月1日～
　12月15日

7月～
平成25年3月

7月～
平成25年3月

乳がん

子宮頸がん

大腸がん

（B型C型）

肝炎ウイルス
(B型C型）

（2年に1回）

乳がん
(2年に1回）

(2年に1回）

子宮頸がん
(2年に1回）

検診項目 実施時期 実施場所 検診結果

検診項目 検診内容 対　象

市内医療機関
（阿南共栄病院は未実施です。）

医療機関の医師に
結果を聞きに出向
いてください。

医療機関の医師に
結果を聞きに出向
いてください。

個人通知します。

阿南医師会中央病院、天羽クリニック、生野外科胃腸科、板垣内科、岩城クリニック、
王子製紙㈱富岡診療所、岸医院、健生阿南診療所、島内科眼科医院、玉真病院、
富永医院、原田病院、板東医院、廣瀬医院、益崎胃腸科内科医院、松﨑内科医院、
三谷内科、宮本病院、村上内科外科医院、森本内科胃腸科、和田胃腸科内科医院
阿南医師会中央病院は金曜日の午前に実施。※要予約（☎23－6303）

阿南共栄病院、阿南医師会中央病院、木下産婦人科内科医院、森本内科胃腸科
阿南共栄病院は月曜日・水曜日の午後に実施。※要予約（☎44－3131）
阿南医師会中央病院は不定期に実施。※要予約（☎23－6303）
 市外の指定医療機関でも受診できます。
 希望される方は、問診票が必要ですので保健センターへお問い合わせください。

天羽クリニック、木下産婦人科内科医院、是松医院、三谷内科、
村上内科外科医院、森本内科胃腸科

阿南共栄病院、阿南医師会中央病院
阿南共栄病院は月曜日～金曜日の午前に実施。※要予約（☎44－3131）
阿南医師会中央病院は不定期に実施。※要予約（☎23－6303）
 市外の指定医療機関でも受診できます。
 希望される方は、問診票が必要ですので保健センターへお問い合わせください。

市内医療機関

自己負担金
個別検診 集団検診

胃部エックス線検査
（前日の午後10時以
降は飲んだり食べた
りしないでください。）

視触診とマンモグラフ
ィー併用検診

40歳以上で今まで
受けていない方

55歳以上の男性
1,000円

高齢受給者、後期高齢者
医療制度加入者は500円

視診・内診・子宮頸
部の細胞診

胸部エックス線検査・
たんの細胞検査（必
要な方）
歯と歯ぐきの隙間の
深さを測る検査

便潜血検査

エックス線検査

血液検査

※高齢受給者、後期高齢者医療制度加入者、阿南市国民健康保険加入者の方は被保険者証等をお持ちくださ
い。 胃がん・肺がん・大腸がん・子宮頸がん・乳がん・骨粗しょう症検診が無料になります。 また、市民税非
課税世帯、生活保護世帯の方も無料となりますので検診の受付でお申し出ください。

1,000円 600円

40歳以上の方 2,900円 900円

　1,100円

40歳以上の女性 1,500円 1,000円

20歳以上の女性 1,300円 600円

40歳以上の方
エックス線200
円、喀痰検査
該当者500円

無料

800円20歳以上の女性

がん検診推進事業のお知らせ
がん検診推進事業のお知らせ
がん検診推進事業のお知らせがん検診推進事業のお知らせ

「がん検診無料クーポン券」を配布します。
平成23年４月２日から平成24年４月１日の間に、次の年齢に達した方に、
「がん検診無料クーポン券」を発送します。
【６月末ごろ発送】 子宮頸がん検診対象者 20・25・30・35・40歳の女性
 乳がん検診対象者 40・45・50・55・60歳の女性
【９月末ごろ発送】 大腸がん検診対象者 40・45・50・55・60歳の男性と女性

がん検診に持っていくもの
① がん検診の受診券
  　（6月末に対象の方に郵送しているはがき）

② 健康保険等被保険者証
③ 自己負担金
④ 健康手帳
      （持っている方）

▲がん検診の受診券です。

早
期
発
見

が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※各医療保険者が行う特定健診・後期高齢者
医療制度の健診も同時実施（特定健診・後期
高齢者医療制度の健診を希望の方はそれぞれ
の受診券と被保険者証等をお持ちください。）
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集団検診 個別検診

検診内容と自己負担金

※各施設においてバス等で行う検診で、
　検診結果は約１カ月後に郵送されます。 ※医療機関（診療時間内）で行う検診です。

マンモグラフィー検診のみ

※検診結果については、阿南市の保健事業に有効利用する以外は使用しません。

 ７月27日㈮ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○  ○
 ８月 7日㈫ 椿泊漁協 ○ ○ ○ ○  ○
 9月25日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○
 27日㈭ 那賀川社会福祉会館 ○ ○ ○ ○  ○
 10月８日㈷・㈪ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○  ○
 23日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○
 30日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○
 11月27日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○
 １月24日㈭ ひまわり会館 ○ ○

胃がん・肺がん等の検診

婦人がん検診

胃
が
ん

肺
が
ん

肝
炎
ウ
イ
ル
ス

前
立
腺
が
ん

歯
周
疾
患

特
定
健
診

▶ひまわり会館等
受付：午前9時～10時

 ７月28日㈯ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○
 ８月30日㈭ 那賀川社会福祉会館 ○ ○ ○ ○ ○
 9月25日㈫ ひまわり会館 　 　  ○ ○
 10月14日㈰ 那賀川社会福祉会館 ○ ○ ○ ○ ○
 31日㈬ ひまわり会館 ○ ○  ○ ○
 11月23日㈷・㈮ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○ 
 29日㈭ ひまわり会館 ○ ○  ○ ○ 
 1月29日㈫ ひまわり会館 ○ ○  ○ ○ 

乳
が
ん

骨
そ
し
ょ
う
症

子
宮
頸
が
ん

乳
が
ん

骨
そ
し
ょ
う
症

▶ひまわり会館等
受付：午前9時～10時　
　　　午後1時30分～2時30分

※各検診日の3週間前までに要予約（総合健診センター ☎088－678－7128）へ

※ＪＡ各支店等での検診は、混雑する可能性があります。当日受診者多数の場合は、
がん検診につきましては、お断りすることがありますのでご了承ください。

 ７月13日㈮ ＪＡあなん北部支店 ○ ○ ○ ○ 　 ○
 8月10日㈮ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ 　 ○
 20日㈪ 那賀川公民館 ○ ○ ○ ○ 　 ○
 24日㈮ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ 　 ○
 10月 1日㈪ 加茂谷総合センター ○ ○ ○ ○ 　 ○
 12日㈮ ＪＡあなん南部支店 ○ ○ ○ ○ 　 ○
 22日㈪ アグリあなん ○ ○ ○ ○ 　 ○
 11月 ９日㈮ ＪＡあなん阿南支店 ○ ○ ○ ○ 　 ○
 12日㈪ ＪＡあなん新野支店 ○ ○ ○ ○ 　 ○
 19日㈪ 加茂谷総合センター ○ ○ ○ ○ 　 ○
 12月17日㈪ ＪＡあなん大野事業所 ○ ○ ○ ○ 　 ○
 20日㈭ 那賀川社会福祉会館 ○ ○ ○ ○ 　 ○
 21日㈮ ＪＡあなん椿事業所 ○ ○ ○ ○ 　 ○

胃
が
ん

肺
が
ん

肝
炎
ウ
イ
ル
ス

前
立
腺
が
ん

歯
周
疾
患

特
定
健
診

▶JA各支店等
受付：午前8時30分～9時30分

H25

(30人） (40人）

午　前 午　後

H25

※乳がん検診のみ要予約（保健センター ☎２２－１５９０）へ　 問い合わせは 保健センター ☎22-1590へ

肝炎ウイルス

前立腺がん

前立腺がん

胃がん

胃がん

大腸がん

肺がん

歯周疾患

骨粗しょう症

7月～9月

7月～9月

10月1日～
　12月15日

7月～
平成25年3月

7月～
平成25年3月

乳がん

子宮頸がん

大腸がん

（B型C型）

肝炎ウイルス
(B型C型）

（2年に1回）

乳がん
(2年に1回）

(2年に1回）

子宮頸がん
(2年に1回）

検診項目 実施時期 実施場所 検診結果

検診項目 検診内容 対　象

市内医療機関
（阿南共栄病院は未実施です。）

医療機関の医師に
結果を聞きに出向
いてください。

医療機関の医師に
結果を聞きに出向
いてください。

個人通知します。

阿南医師会中央病院、天羽クリニック、生野外科胃腸科、板垣内科、岩城クリニック、
王子製紙㈱富岡診療所、岸医院、健生阿南診療所、島内科眼科医院、玉真病院、
富永医院、原田病院、板東医院、廣瀬医院、益崎胃腸科内科医院、松﨑内科医院、
三谷内科、宮本病院、村上内科外科医院、森本内科胃腸科、和田胃腸科内科医院
阿南医師会中央病院は金曜日の午前に実施。※要予約（☎23－6303）

阿南共栄病院、阿南医師会中央病院、木下産婦人科内科医院、森本内科胃腸科
阿南共栄病院は月曜日・水曜日の午後に実施。※要予約（☎44－3131）
阿南医師会中央病院は不定期に実施。※要予約（☎23－6303）
 市外の指定医療機関でも受診できます。
 希望される方は、問診票が必要ですので保健センターへお問い合わせください。

天羽クリニック、木下産婦人科内科医院、是松医院、三谷内科、
村上内科外科医院、森本内科胃腸科

阿南共栄病院、阿南医師会中央病院
阿南共栄病院は月曜日～金曜日の午前に実施。※要予約（☎44－3131）
阿南医師会中央病院は不定期に実施。※要予約（☎23－6303）
 市外の指定医療機関でも受診できます。
 希望される方は、問診票が必要ですので保健センターへお問い合わせください。

市内医療機関

自己負担金
個別検診 集団検診

胃部エックス線検査
（前日の午後10時以
降は飲んだり食べた
りしないでください。）

視触診とマンモグラフ
ィー併用検診

40歳以上で今まで
受けていない方

55歳以上の男性
1,000円

高齢受給者、後期高齢者
医療制度加入者は500円

視診・内診・子宮頸
部の細胞診

胸部エックス線検査・
たんの細胞検査（必
要な方）
歯と歯ぐきの隙間の
深さを測る検査

便潜血検査

エックス線検査

血液検査

※高齢受給者、後期高齢者医療制度加入者、阿南市国民健康保険加入者の方は被保険者証等をお持ちくださ
い。 胃がん・肺がん・大腸がん・子宮頸がん・乳がん・骨粗しょう症検診が無料になります。 また、市民税非
課税世帯、生活保護世帯の方も無料となりますので検診の受付でお申し出ください。

1,000円 600円

40歳以上の方 2,900円 900円

　1,100円

40歳以上の女性 1,500円 1,000円

20歳以上の女性 1,300円 600円

40歳以上の方
エックス線200
円、喀痰検査
該当者500円

無料

800円20歳以上の女性

がん検診推進事業のお知らせ
がん検診推進事業のお知らせ
がん検診推進事業のお知らせがん検診推進事業のお知らせ

「がん検診無料クーポン券」を配布します。
平成23年４月２日から平成24年４月１日の間に、次の年齢に達した方に、
「がん検診無料クーポン券」を発送します。
【６月末ごろ発送】 子宮頸がん検診対象者 20・25・30・35・40歳の女性
 乳がん検診対象者 40・45・50・55・60歳の女性
【９月末ごろ発送】 大腸がん検診対象者 40・45・50・55・60歳の男性と女性

がん検診に持っていくもの
① がん検診の受診券
  　（6月末に対象の方に郵送しているはがき）

② 健康保険等被保険者証
③ 自己負担金
④ 健康手帳
      （持っている方）

▲がん検診の受診券です。

早
期
発
見

が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※各医療保険者が行う特定健診・後期高齢者
医療制度の健診も同時実施（特定健診・後期
高齢者医療制度の健診を希望の方はそれぞれ
の受診券と被保険者証等をお持ちください。）
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春
の
叙
勲

　
平
成
24
年
春
の
叙
勲
受
章
者
が

発
表
さ
れ
、
阿
南
市
で
は
次
の

方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

（
発
表
順
に
掲
載
）

瑞
宝
小
綬
章

　
中
川
さ
ん
は
、
昭
和
42
年
７
月

に
徳
島
県
に
奉
職
さ
れ
、
以
来
33

年
余
の
長
き
に
わ
た
り
県
行
政
の

発
展
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
12
年
４
月
に
は
徳
島
県
環

境
生
活
部
長
に
就
任
さ
れ
、
豊
富

な
経
験
と
持
ち
前
の
行
政
手
腕
を

発
揮
し
、「
徳
島
県
地
球
環
境
保

全
計
画
」
を
策
定
す
る
な
ど
、
県

の
環
境
施
策
の
推
進
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

瑞
宝
小
綬
章

　
北
條
さ
ん
は
、
昭
和
38
年
４
月

に
公
立
高
等
学
校
教
諭
と
し
て
教

育
者
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
、
そ
の
後
、
教
頭
、
校
長
と
し

て
学
校
教
育
の
充
実
・
発
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
教
科

指
導
は
も
と
よ
り
、
学
校
行
事
や

部
活
動
を
通
し
た
生
徒
の
育
成
・

指
導
に
卓
越
し
た
手
腕
を
発
揮
さ

れ
ま
し
た
。

　
東
四
国
国
体
で
は
行
政
の
立
場

で
競
技
力
向
上
に
関
わ
り
、
教
諭

時
代
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
部
や
県
高

校
選
抜
チ
ー
ム
を
21
回
に
わ
た
っ

て
全
国
大
会
出
場
に
導
き
ま
し
た
。

瑞
宝
小
綬
章

　
三
木
さ
ん
は
、
昭
和
40
年
４
月

か
ら
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
講

師
、
助
教
授
、
教
授
、
名
誉
教
授

と
し
て
、
長
き
に
わ
た
り
数
学
の

教
育
・
研
究
に
精
励
・
研
鑽
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
生
主
事
、
教
務
主
事

補
等
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
学
生

の
教
育
・
指
導
に
尽
力
さ
れ
る
と

と
も
に
、
管
理
・
運
営
の
中
枢
を

担
わ
れ
同
校
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

　
髙
橋
さ
ん
は
、
昭
和
44
年
か
ら

40
年
間
、
児
童
養
護
施
設
た
ち
ば

な
学
苑
に
お
い
て
保
育
士
と
し
て

業
務
に
精
勤
さ
れ
ま
し
た
。

　
退
職
後
も
、
里
親
と
し
て
フ
ァ

ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
を
運
営
す
る
な

ど
、
家
庭
で
養
育
で
き
な
い
子
ど

も
た
ち
の
支
援
に
献
身
的
に
取
り

組
ま
れ
、
児
童
福
祉
事
業
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

　
橋
本
さ
ん
は
、
昭
和
44
年
４
月

に
阿
南
市
消
防
団
に
入
団
さ
れ
て

以
来
、
献
身
的
に
消
防
団
活
動
に

取
り
組
ま
れ
、
平
成
13
年
か
ら
は

第
８
代
阿
南
市
消
防
団
長
に
就
任

し
、
平
成
17
年
の
退
団
に
至
る
ま

で
そ
の
重
責
を
ま
っ
と
う
さ
れ
ま

し
た
。
約
36
年
の
長
き
に
わ
た
る

消
防
団
活
動
を
通
じ
て
、
安
全
で

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
ご

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
叙
勲

　
高
齢
者
叙
勲
の
受
賞
者
が
発
表

さ
れ
、
阿
南
市
で
は
次
の
方
々
が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。（

発
表
順
に
掲
載
）

瑞
宝
双
光
章

　
垂
水
さ
ん
は
、
昭
和
17
年
３
月

か
ら
徳
島
県
公
立
小
中
学
校
教

諭
、
教
頭
、
校
長
と
し
て
、
長
き

に
わ
た
り
学
校
教
育
の
充
実
と
発

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
退
職
後
も
教
育
に
対
す
る
情
熱

を
失
う
こ
と
な
く
、
赴
任
中
に
お

世
話
に
な
っ
た
地
域
へ
の
恩
返
し

に
徳
島
県
社
会
教
育
生
涯
学
習
相

談
員
と
し
て
積
極
的
に
奉
仕
活
動

を
行
い
、
ま
た
、
那
賀
川
町
教
育

委
員
会
教
育
委
員
と
し
て
地
域
社

会
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

中川　巖さん
那賀川町（70歳）

北條 種一さん
加茂町（71歳）

三木 晴夫さん
羽ノ浦町（78歳）

髙橋 芳子さん
下大野町（63歳）

橋本 宜春さん
日開野町（66歳）

垂水　一さん
那賀川町（88歳）

長
年
の
功
績
　

　
栄
え
あ
る
受
章
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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瑞
宝
単
光
章

　
岩
川
さ
ん
は
、
昭
和
21
年
２
月

に
桑
野
村
消
防
団
に
入
団
さ
れ
て

以
来
、
意
欲
的
に
消
防
団
活
動
に

取
り
組
ま
れ
、
昭
和
50
年
か
ら
は

桑
野
分
団
長
に
就
任
し
、
昭
和
58

年
の
退
団
に
至
る
ま
で
そ
の
重
責

を
ま
っ
と
う
さ
れ
、
約
37
年
の
長

き
に
わ
た
る
消
防
団
活
動
を
通
じ

て
、
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
24
年
度

消
費
者
支
援
功
労
者
表
彰

ベ
ス
ト
消
費
者
サ
ポ
ー
タ
ー
章

阿
南
市
阿
南
消
費
者
協
会

　
阿
南
市
阿
南
消
費
者
協
会
は
、

消
費
者
展
や
講
演
会
の
ほ
か
、
レ

ジ
袋
の
持
参
運
動
、
調
査
研
究
お

よ
び
健け
ん

幸こ
う

教
室
等
の
部
会
活
動
な

ど
幅
広
い
活
動
を
展
開
す
る
一

方
、
行
政
、
報
道
機
関
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
消
費
者
問
題
に
取
り

組
み
、
住
民
に
役
立
つ
消
費
者
情

報
の
提
供
な
ど
、
消
費
者
の
自
立

に
向
け
て
尽
力
し
て
い
る
こ
と
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

徳
島
県
表
彰

■
個
人

市
原 

清
次
さ
ん
（
羽
ノ
浦
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
日
本
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
徳
島
連
盟
の
役
員
と
し

て
、
社
会
奉
仕
活
動
の
促
進
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

小
谷
隆
次
朗
さ
ん
（
内
原
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
桑
野
土
地
改
良

区
理
事
長
等
と
し
て
、
農
業
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

庄
野 

英
樹
さ
ん
（
羽
ノ
浦
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
阿
南
市
議
会
議

員
等
と
し
て
、
地
方
自
治
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

仁
木 

房
子
さ
ん
（
中
大
野
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
徳
島
県
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会
会
長
等
と
し
て
、

母
子
寡
婦
の
福
祉
の
増
進
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

柳
本 

和
子
さ
ん
（
富
岡
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
徳
島
県
美
容
業

生
活
衛
生
同
業
組
合
の
役
員
と
し

て
、
生
活
衛
生
の
向
上
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

県  

藍  

青  

賞

　
ス
ポ
ー
ツ
や
学
術
、
文
化
活
動

な
ど
で
優
れ
た
成
績
を
挙
げ
た
児

童
や
生
徒
、
団
体
を
た
た
え
る
県

藍
青
賞
の
表
彰
式
が
２
月
25
日
に

県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
阿
南
市
で
は
次
の
方
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

■
運
動
競
技
等

　
黒
岩 

由
実
さ
ん

■
研
究
・
制
作
・
表
現
活
動
等

　
竹
原 

春
樹
さ
ん

阿
南
市
教
育
功
労
者
表
彰

　
第
46
回
阿
南
市
教
育
功
労
者
表

彰
式
が
５
月
24
日
、
ひ
ま
わ
り
会

館
で
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

■
学
校
教
育

　
本
田
壽
子
、
勢
井
ト
ヨ
子
、
藪

本
照
子
、
山
下
豊
美
、
吉
崎
喜
代

江
、
島
野
律
子
、
野
村
誠
也
、
長

町
達
也
、
柳
本
恵
美
子
、
向
島
正

弘
、
大
西
正
人
、
小
川
正
信
、
村

部
幸
子
、
久
田
耕
平
、
山
尾
慶
子
、

福
岡
順
子
、
眞
本
智
子
、
高
木
加

代
子
、
米
沢
由
美
子
、
香
川
義
昭
、

美
馬
千
恵
、
久
米
眞
砂
子
、
田
中

亮
大
郎
、
椿
町
中
学
校

■
社
会
教
育

　
岡
本
増
夫
、
美
野
勝
美

■
寄
附

　
松
浦
義
博
、
山
川
照
美
、
柳
本

恵
美
子
、
海
山
家
隆
、
豊
田
精
造

（
敬
称
略
）

阿
南
市
体
育
功
労
者
表
彰

　
第
46
回
阿
南
市
体
育
功
労
者
表

彰
式
が
６
月
15
日
、
文
化
会
館
で

行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

■
阿
南
市
体
育
功
労
者
・
優
秀
者

体
育
功
労
者

　
鎌
田
　
勇
、
中
本
裕
由
、
嶋
尾

晃
一
、
近
藤
善
弘
、
田
村
和
彦
、

横
田
　
悟
、小
松
富
久
、稲
生
徳
則
、

福
井
軍
二
、山
田
耕
司
、井
村
英
治
、

四
宮
康
正
、横
井
郁
男
、原
田
京
子
、

東
　
隆
幸
、
近
藤
幸
博

体
育
優
秀
者
・
団
体

　
大
野
体
育
協
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
、
青
嵐
阿
南
チ
ー
ム
、
阿
南
工

業
高
等
専
門
学
校
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
、
阿
南
工
業
高
等
専
門

学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
富
岡
東

高
等
学
校
軟
式
野
球
部
、
山
﨑
美

代
子
、
赤
坂
美
波
、
吉
田
　
裕
、

紅
露
竹
彦
、
森
　
正
記
、
前
川
寿

美
、
細
田
久
世
、
戸
井
綾
子
、
森

泰
英
、
溝
木
竣
也
、
田
中
亮
大
郎
、

安
村
泰
輝
、
井
戸
千
歳
、
池
内
莉

紗
、
多
田
　
将
、
金
澤
優
樹
、
橋

本
　
成
、
川
西
早
穂
、
岡
本
典
子
、

森
下
誠
実

体
育
奨
励
賞

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
阿
南
市

チ
ー
ム
、
阿
南
市
柔
道
教
室
、
岩

脇
リ
バ
ー
ス
タ
ー
ズ
、
富
岡
ス
ワ

ロ
ー
ズ
、
羽
ノ
浦
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
男
子
）、
椿

ジ
ュ
ニ
ア
、
阿
南
Ｊ
Ａ
Ｃ
、
富
岡

小
学
校
男
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム
、
阿

南
第
一
中
学
校
男
子
剣
道
部
、
阿

南
第
一
中
学
校
相
撲
部
、
椿
町
・

那
賀
川
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
、
那
賀
川
中
学
校
男
子
剣
道

部
、那
賀
川
中
学
校
女
子
剣
道
部
、

武
知
虎
南
、
山
本
尚
永
、
竹
内
翔

雅
、
延
口
美
咲
、
中
西
弘
典
、
湯

浅
詩
音
、
小
島
健
太
郎
、
野
村
侑

香
、
浮
橋
幸
太
、
米
田
龍
太
郎
、

今
川
海
斗
、
市
瀬
知
美
、
阿
井
佳

乃
、
中
野
大
地
、
金
山
季
路
、
南

原
柊
琉
、
前
川
瞬
希
、
立
岩
　
甚
、

横
手
美
緒
、
戸
川
ひ
ろ
の
、
羽
坂

瑞
紀
、
北
本
恵
里
奈
、
森
吉
瑠
璃

子
、
新
野
杏
有
、
井
上
　
優
、
守

野
美
祐
、
原
田
万
葉
、
山
本
歩
未
、

高
見
宥
妃
、
小
西
陽
人
、
太
田
伸

太
郎
、
奥
村
智
樹
、
岡
　
俊
江
、

若
木
健
太
朗
、
前
川
和
輝
、
山
田

修
平
、
松
田
華
奈
、
中
田
勝
貴
、

山
川
　
樹
、
山
本
　
巧
、
龍
田
淳

史
、
米
田
　
航
、
川
口
優
香
、
岩

崎
遙
香
、
中
西
玲
香
、
井
村
隆
二

郎
、
生
田
亮
太
　
　
　
　（

敬
称
略
）

岩川 正雄さん
桑野町（88歳）
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ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
体
力
づ
く
り
と
健
康
維
持
に
努

め
て
も
ら
お
う
と
、
阿
南
市
が
平
成
17
年
度
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
「
生
き
生
き
市
民
の
元
気
に
な
る
な

る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
で
８
人
目
の
達
成
者
が
あ
り
、

５
月
25
日
、
市
か
ら
健
康
増
進
の
認
定
証
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、
市
内
に
設
け
た
16
の
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
（
１
コ
ー
ス
10
㌔
）
を
完
歩
す

る
ご
と
に
１
個
の
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
、
１
２
０
個

貯
ま
っ
た
ら
満
期
と
な
り
、
健
康
増
進
の
認
定
証
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
友
人
に
誘
わ
れ
２
年
４
カ
月
を
か
け
て
１
２
０
０

㌔
を
完
歩
し
た
加
藤
繁
子
さ
ん
（
75
歳
・
宝
田
町
）

は
、「
景
色
の
移
ろ
い
や
ま
ち
の
人
々
と
の
ふ
れ
合

い
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。
歩
く
こ
と
で
肩

こ
り
や
腰
痛
が
軽
減
さ
れ
、
健
康
維
持
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。」
と
、
コ
メ
ン
ト
に
充
実
感
が
漂
っ
て

い
ま
し
た
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
一
番
簡
単
な
手
段
で
、
運
動
を
始

め
る
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
。」
と
呼
び
掛
け
て

い
ま
す
。

　
地
域
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を
学
び
地
域
社
会

へ
の
貢
献
と
受
講
生
相
互
の
親
睦
を
図
る
阿
南

市
成
人
大
学
講
座
が
、
５
月
23
日
に
ひ
ま
わ
り

会
館
で
開
校
し
、
申
込
者
１
９
０
人
の
う
ち
、

１
６
３
人
が
参
加
し
て
開
校
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
本
講
座
は
、
今
年
度
か
ら
阿
南
・
那
賀
・
美

波
定
住
自
立
圏
連
携
事
業
に
も
位
置
づ
け
ら

れ
、
那
賀
町
や
美
波
町
か
ら
も
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
開
校
式
で
島
運
営
委
員
長
は
、「
成
人

大
学
と
か
け
ま
し
て
金
環
日
食
と
と
く
、
そ
の

心
は
、
光
輝
い
て
お
り
ま
す
。」
と
、
即
興
な

ぞ
か
け
で
受
講
者
を
励
ま
し
て
い
ま
し
た
。

　
開
校
式
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
第
１
回
講
座

で
は
、岩
浅
市
長
に
よ
る
市
政
報
告
が
行
わ
れ
、

定
住
自
立
圏
連
携
事
業
が
め
ざ
す
と
こ
ろ
や
そ

の
取
組
、
市
が
進
め
て
い
る
大
型
事
業
の
進
捗

状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
受
講
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
講
座
は
、
来
年
２
月
21
日
ま
で
の
間
、
９
回

の
本
講
座
と
10
回
の
特
別
講
座
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
地
と
し
て
知
ら
れ
る
中
林
、
北
の

脇
、
蒲
生
田
の
３
海
岸
で
、
５
月
25
日
、
今
季
初
と
な
る
ア

カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
に
比
べ
３

日
遅
れ
で
す
が
、
同
日
に
３
カ
所
で
上
陸
が
確
認
さ
れ
た
の

は
、
県
内
で
は
初
め
て
で
す
。

　
上
陸
し
た
の
は
い
ず
れ
も
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
で
、
蒲
生
田
海

岸
で
は
、
市
の
ウ
ミ
ガ
メ
観
察
員
の
棚
橋
コ
ズ
ヱ
さ
ん
（
椿

町
）
が
、
午
前
５
時
ご
ろ
、
海
岸
に
上
陸
し
て
い
る
と
こ
ろ

を
発
見
。「
産
卵
中
と
思
い
、
し
ば
ら
く
遠
く
か
ら
見
守
っ

て
い
ま
し
た
が
、
産
卵
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
残
念
で
し

た
。」
と
次
回
に
期
待
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
１
週
間
後
の
６
月
１
日
、
蒲
生
田
海
岸
で
二
度
目
の

上
陸
が
あ
り
、
今
季
初
の
産
卵
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
キ
ッ

ト
海
亀
部
会
長
の
鎌
田 

武
さ
ん
は
、「
毎
年
、
孫
が
生
ま
れ

る
よ
う
な
思
い
で
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。
産
卵
が
確
認
で
き

て
う
れ
し
い
で
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
６
月
３
日
に
は
、
同
海
岸
で
約
１
８
０
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市政報告をする岩浅市長と受講生の皆さん。

満期になった貯筋通帳を手に喜びを
語る加藤さん。

那賀、美波町からも参加
成人大学講座が開講

 

歩
き
に
歩
い
た
１
２
０
０
㌔　

 

貯
筋
通
帳
満
期
で
笑
顔
の
表
彰　

 

県
内
初
！

 

３
カ
所
の
海
岸
で

 

同
日
に
ウ
ミ
ガ
メ
の

 

上
陸
を
確
認

ニュースオアシス

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
を
確
認
し
た

鎌
田 

武
さ
ん
。

清掃活動に汗を流す阿南市サーフィン
連盟の皆さん。

5月25日に蒲生田海岸に上陸した
アカウミガメ。（岡本憲治さん提供）
5月25日に蒲生田海岸に上陸した
アカウミガメ。（岡本憲治さん提供）
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地
域
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を
学
び
地
域
社
会

へ
の
貢
献
と
受
講
生
相
互
の
親
睦
を
図
る
阿
南

市
成
人
大
学
講
座
が
、
５
月
23
日
に
ひ
ま
わ
り

会
館
で
開
校
し
、
申
込
者
１
９
０
人
の
う
ち
、

１
６
３
人
が
参
加
し
て
開
校
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
本
講
座
は
、
今
年
度
か
ら
阿
南
・
那
賀
・
美

波
定
住
自
立
圏
連
携
事
業
に
も
位
置
づ
け
ら

れ
、
那
賀
町
や
美
波
町
か
ら
も
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
開
校
式
で
島
運
営
委
員
長
は
、「
成
人

大
学
と
か
け
ま
し
て
金
環
日
食
と
と
く
、
そ
の

心
は
、
光
輝
い
て
お
り
ま
す
。」
と
、
即
興
な

ぞ
か
け
で
受
講
者
を
励
ま
し
て
い
ま
し
た
。

　
開
校
式
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
第
１
回
講
座

で
は
、岩
浅
市
長
に
よ
る
市
政
報
告
が
行
わ
れ
、

定
住
自
立
圏
連
携
事
業
が
め
ざ
す
と
こ
ろ
や
そ

の
取
組
、
市
が
進
め
て
い
る
大
型
事
業
の
進
捗

状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
受
講
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
講
座
は
、
来
年
２
月
21
日
ま
で
の
間
、
９
回

の
本
講
座
と
10
回
の
特
別
講
座
が
行
わ
れ
ま
す
。

 
県
内
初
の
防
災
公
園
が
開
園

 
一
次
避
難
施
設
に
指
定

 

島
に
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る

 

イ
シ
マ
サ
サ
ユ
リ

 

地
域
防
災
の
要　
消
防
団

 

操
法
大
会
で
技
術
と
士
気
を
高
め
る

防災公園の開園は県内では初めてです。

　
地
震
・
津
波
対
策
と
し
て
平
成
21
年
度
か
ら
整
備

を
進
め
て
き
た
橘
地
区
防
災
公
園
の
開
園
式
典
が
６

月
９
日
に
行
わ
れ
、
関
係
者
や
地
元
住
民
約
３
０
０

人
が
開
園
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
岩
浅
市
長
は
、「
関
係
機
関
や
地
元
の
方

の
ご
協
力
を
得
て
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
時
に
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
と
し
て
、

ま
た
有
事
に
は
命
を
守
る
公
園
と
し
て
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
同
公
園
の
避
難
圏
域
は
半
径
５
０
０
㍍
と
設
定
さ

れ
、
圏
域
内
人
口
約
１
５
８
０
人
す
べ
て
を
収
容
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
６
月
８
日
に
は
、
阿
南
市
地

域
防
災
計
画
に
お
け
る
一
次
避
難
所
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
地
域
防
災
の
要
、
消
防
団
員
の
操
法
技
術
の
向
上
と
士
気

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
２
年
に
１
回
開
催
さ
れ
て

い
る
消
防
操
法
大
会
が
、
６
月
10
日
、
阿
南
市
消
防
本
部
で

行
わ
れ
、
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
で
は
加
茂
谷
７
班
が
、
小
型

ポ
ン
プ
の
部
で
は
加
茂
谷
１
班
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
、
小
型

ポ
ン
プ
の
部
で
２
位
と
な
っ
た
加
茂
谷
６
班
と
と
も
に
７
月

22
日
の
県
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
14
分
団
22
班
が
参
加
し
、ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
操
法
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
を

総
入
れ
替
え
し
て
若
返
り
を
図
っ
た
加
茂
谷
１
班
は
、
前
回

２
位
の
悔
し
さ
を
ば
ね
に
昨
年
９
月
か
ら
月
３
～
４
回
の
練

習
を
重
ね
、
見
事
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。
指
揮
を
務
め
た
幸

田
敏
宏
さ
ん
（
30
歳
・
楠
根
町
）
は
、「
８
割
程
度
の
で
き

で
し
た
が
優
勝
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
市
の
大
会
は
あ
く

ま
で
通
過
点
。
全
国
大
会
入
賞
を
め
ざ
し
、
県
大
会
に
向
け

て
俊
敏
性
と
動
き
の
精
度
を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。」
と

喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

【
大
会
成
績
】

●
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
　
　

　
優
　
勝
：
加
茂
谷
７
班
　

　
準
優
勝
：
宝
　
田
１
班

　
３
　
位
：
那
賀
川
３
班
　 　

●
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　
優
　
勝
：
加
茂
谷
１
班

　
準
優
勝
：
加
茂
谷
６
班

　
３
　
位
：
中
野
島
２
班

　
伊
島
に
自
生
す
る
希
少
植
物
イ
シ
マ
サ
サ
ユ
リ
を
保
護
し

よ
う
と
、
伊
島
中
学
校
生
徒
会
で
は
、
毎
年
、
生
育
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
６
月
７
日
、
地
域
住
民
も
参
加
し
て
、
島

内
４
カ
所
の
生
育
地
で
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
生
育
調
査
は
、
つ
ぼ
み
も
し
く
は
開
花
し
て
い
る
花
に
ピ

ン
ク
の
付
箋
を
、
葉
の
み
は
黄
色
の
付
箋
を
付
け
て
、
残
っ

た
付
箋
の
枚
数
か
ら
個
数
を
集
計
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
全

体
で
１
８
０
４
本
（
内
、
開
花
も
し
く
は
つ
ぼ
み
８
５
６

本
）
と
な
り
、
昨
年
に
比
べ
２
４
１
本
減
少
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
１
年
生
の
川
西 

塁
さ
ん
と
粟
田
智
之

さ
ん
は
、「
サ
サ
ユ
リ
が
咲
く
季
節
は
特
別
な
季
節
。
数
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
は
さ
み
し
い
け
れ
ど
、
新
野
高

校
生
の
皆
さ
ん
と
バ
イ
オ
球
根
に
よ
る
移
植
活
動
な
ど
を
通

じ
て
、
こ
れ
か
ら
も
サ
サ
ユ
リ
を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
島
に
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
イ
シ
マ
サ
サ
ユ
リ
。
島
の
慣
例

と
し
て
採
取
さ
れ
た
数
本
の
サ
サ
ユ
リ
が
、
生
徒
た
ち
の
手

で
漁
協
や
郵
便
局
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

 

地
域
防
災
の
要　
消
防
団

 

操
法
大
会
で
技
術
と
士
気
を
高
め
る
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 ■やっぱエコはアナンからで Show
 　山崎まさよし×西 慎嗣 with friend VOL.3

　阿南市主催で取り組んできました事業
も、３年目を迎え最終年となりました。
その間、東日本大震災などを経験し、人
の『愛』と『絆』の大切さを考えさせら
れました。アナンの地で『大きな愛と夢』
をお届けするファイナルコンサートです。
日　時　９月８日㈯　18：30 開演
場　所　市民会館
入場料　全席指定 5,000 円（当日500円増）
チケット発売開始日　７月７日㈯
※発売初日は、１人１回５枚まで購入できます。
チケット販売場所　市民会館、フジグラン阿南、ア
　　　　　　　　　ピカ、平惣各書店ほか
問い合わせは　市民会館（☎ 22－7000）へ

 ■あなんサマーコンサート
　 『徳島県警察音楽隊演奏会』
　小さい子どもから大人まで幅広く楽しめるアニメソング・
クラシック・演歌などをお楽しみください。
日　時　７月 29 日㈰　13：30 開場　14：00 開演
場　所　コスモホール（情報文化センター）　
入場料　無料（入場整理券が必要です。）
※入場整理券は、情報文化センター、文化会館、市民
会館、住民センター、図書館ほかで配布しています。
問い合わせは　情報文化センター（☎ 44－5000）へ

 ■夢ホールホワイエコンサート
 　フランスジプシージャズ『RUE』
日　時　７月７日㈯　14：00 開演
場　所　夢ホール　ホワイエ
入場料　500 円（ワンドリンク付き）
　　　　仲良しチケット　※前売りのみ
　　　　（2 人以上 20% 割引、5人以上 40% 割引）
出演者　エリン　シェイ（アコーディオン／ボーカル）
　　　　ブライアン　シェイ（ウクレレ／ボーカル）
チケット販売場所　夢ホール（文化会館）
問い合わせは　文化会館（☎ 21－0808）へ

 ■コスモホール音楽祭出演者募集
日　時　９月22日㈯・23日㈰　13：00 開演予定
※出演組数により開演時間が変更する場合があります。
場　所　コスモホール（情報文化センター）
参加資格　阿南市在住の18歳以上の方
※グループの場合はメンバーに阿南市民を 1 人以上含
むこと。また、児童を含む場合は、児童が全メンバー
の半数以下であること。
演奏部門　
①洋楽の部（22日㈯）
　ピアノ、フルート、ヴァイオリン、ギター、声楽など
②邦楽の部（23日㈰）
　琴、三味線、尺八、大正琴など
演奏形態　独奏、重奏、合奏、独唱、重唱、合唱

（合奏は40人、合唱は60人以内とします。ステージにひ
な壇は設置しません。）

演奏方法　原則として音響拡声器（マイク等）を使用
　　　　　しない生演奏
演奏楽器　出演者各自で用意。ピアノ（フルコンサート）
　　　　　1 台、譜面台、椅子は会場で用意します。
演奏時間　10分以内
　　　　　（セッティングおよび調律の時間は含みません。）

申込方法　8月12日㈰までに出演申込書を情報文化セ
　　　　　ンターまで持参または郵送してください。申
　　　　　込み多数の場合は抽選となります。
参 加 料　無料　※出演料は支払われません。
問い合わせは　情報文化センター（☎ 44－5000）へ

あなん カルチャー

親
子
で
楽
し
む

星
空
丸
ご
と
体
験 （
要
予
約
）

　
太
陽
や
月
、
惑
星
を
は
じ
め
、
夏
の
星

雲
や
星
団
な
ど
、
星
に
つ
い
て
一
日
で
観

察
し
よ
う
と
い
う
欲
張
り
な
催
し
で
す
。

日
時
　
７
月
22
日
㈰
　

　
　
　
午
後
１
時
～
９
時
30
分

対
象
　
小
学
３
年
～
中
学
生
、
保
護
者

定
員
　
親
子
25
組
（
50
人
）

参
加
料
　
５
０
０
円（
親
子
１
組
あ
た
り
）

参
加
方
法
　
学
校
を
通
じ
て
配
布
さ
れ
る

所
定
の
申
込
書
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

昼
間
の
星
の
観
望
会

　
大
型
天
体
望
遠
鏡
を
使
っ
て
、
昼
間
の

星
を
観
察
し
ま
す
。

日
時
　
７
月
16
日
㈷
　
午
前
10
時
30
分
～
、

午
後
３
時
～
の
２
回

参
加
料
　
小
学
生
以
上
１
０
０
円
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阿
南
市
の
文
化
財

　
　
　
　
　
阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
湯
浅
　
良
幸 

桑
野
御み
く
厨り
や
と
桑
野
保

補
陀
寺

　
鎌
倉
幕
府
滅
亡
後
、
安
宅
近
俊
（
王

杉
丸
）
が
地
頭
職
に
任
じ
ら
れ
た
。
さ

ら
に
桑
野
保
が
補ほ

陀だ

寺じ

に
寄
進
さ
れ
た

こ
と
は
「
橘
八
幡
宮
文
書
」（
貞
和
四
＝

一
三
四
八
）
年
「
宛
行
、
補
陀
寺
領
桑
野

保
内
橘
八
幡
宮
免
田
并
神
主
職
事
」
に

よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
安あ
ん

国こ
く

寺じ

・
利り

生し
ょ
う

塔と
う

　
足
利
尊
氏
、
直
義
兄
弟
は
後
醍
醐
天
皇

を
は
じ
め
と
す
る
元
弘
以
来
の
戦
死
者
を

供
養
し
国
土
安
隠
を
祈
願
し
て
暦
応
元
・

延え
ん

元げ
ん

三
（
一
三
三
八
）
年
頃
か
ら
建
立
を

始
め
た
。
京
都
に
天
龍
寺
を
建
て
こ
れ
を

総
安
国
寺
と
し
た
。
聖
武
天
皇
の
国
分
寺

を
擬
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
全
国
六
十
六
カ
国
、
二
島
に
そ
れ
ぞ
れ

一
寺
一
塔
を
建
て
さ
せ
た
。

　
貞
和
元
・
興
国
六
（
一
三
四
五
）
年
、

上
皇
は
院
宣
に
よ
っ
て
寺
に
安
国
寺
、
塔

に
利
生
塔
の
名
を
定
め
た
。

　
こ
の
建
立
は
夢
想
疎
石
の
勧
め
に
よ
っ

た
。
し
か
し
、
尊
氏
、
直
義
の
死
後
、
五

山
制
度
の
確
立
に
よ
っ
て
徐
々
に
衰
退
し

て
い
っ
た
。

　
利
生
塔
に
は
仏
舎
利
二
粒
が
納
め
ら
れ

た
。
京
都
の
法
観
寺
、
栃
木
県
の
薬
師
寺

な
ど
全
国
で
二
十
八
カ
所
の
所
在
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。

　
阿
波
で
は
守
護
細
川
氏
に
よ
っ
て
土
成

秋
月
の
補
陀
寺
を
安
国
寺
と
し
て
南
明
山

安
国
補
陀
寺
と
号
し
、
利
生
塔
は
市
場
切

幡
に
応
安
四
（
一
三
七
一
）
年
善
通
寺
の

僧
宥
範
を
招
い
て
開
基
と
し
た
。

　
さ
て
、
桑
野
保
が
補
陀
寺
へ
寄
進
さ
れ

て
四
年
後
の
文
和
元
（
南
朝
正
平
七
＝

一
三
五
二
）
年
、
安
宅
近
俊
は
吉
野
川
河

口
の
萓
島
庄
（
北
島
町
、徳
島
市
応
神
町
、

川
内
町
付
近
）
へ
転
任
し
て
い
る
。

　
　
成
松
氏
、
折
（
織
）
原
氏

　
桑
野
保
の
土
豪
に
成
松
氏
と
折
（
織
）

原
氏
が
い
た
。
折
原
、
成
松
両
氏
は
も
と

も
と
同
族
だ
っ
た
。
折
原
家
に
子
が
な
い

場
合
、
成
松
家
か
ら
養
子
を
迎
え
、
成
松

家
に
子
が
な
い
場
合
、
折
原
家
か
ら
相
続

人
が
入
っ
て
い
る
。

　
応
永
五
（
一
三
九
八
）
年
、
桑
野
橘
八

幡
宮
の
免
田
二
反
半
と
神
主
職
を
畠
内
浄

用
な
る
人
物
が
四
貫
二
百
文
で
太
郎
兵
衛

と
成
松
之
刑
部
が
購
入
し
て
い
る
。
太
郎

兵
衛
な
る
人
物
は
分
か
ら
な
い
が
、
こ
の

年
、
成
松
氏
が
橘
八
幡
宮
の
神
主
職
を
継

い
だ
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。

　
成
松
、
折
原
氏
は
こ
の
地
域
が
伊
勢
皇

大
神
宮
桑
野
御
厨
の
時
は
御
厨
預
か
り

役
、
桑
野
保
の
時
に
も
庄
官
さ
ら
に
補
陀

寺
領
と
な
っ
て
も
そ
の
地
位
を
保
持
し
て

い
る
。

　
一
方
、
地
頭
職
は
鎌
倉
幕
府
成
立
後
、

阿
波
国
守
護
佐
々
木
氏
、
承
久
の
変
後
は

守
護
職
小
笠
原
氏
、
細
川
氏
、
つ
ま
り
山

田
家
重
―
長
崎
禅
門
―
安
宅
近
俊
と
代

わ
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
庄
園
管
理

者
の
地
位
は
保
持
し
つ
づ
け
て
い
る
。
庄

官
の
職
務
は
年
貢
の
徴
収
・
上
納
の
仕
事

で
あ
る
こ
と
が
理
解
出
来
よ
う
。
前
述
の

よ
う
に
橘
八
幡
宮
神
主
職
を
今
日
ま
で
折

（
織
）
原
氏
が
世
襲
し
つ
づ
け
て
い
る
。

（
終
わ
り
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

５
月
号
の
連
載
回
数
が
「
其
の
72
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

「
其
の
74
」
の
誤
り
で
す
。
お
詫
び
し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

〈下〉

橘の海正八幡神社。

サ
マ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

　
２
日
間
か
け
て
、
実
験
や
工
作
、
観
察

を
行
い
ま
す
。
夏
休
み
の
宿
題
に
も
ぴ
っ

た
り
で
す
。

日
時
　
７
月
28
日
㈯
、
29
日
㈰
　

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

対
象
　
小
学
３
年
～
中
学
生

定
員
　
50
人

参
加
料
　
１
人
２
千
円

参
加
方
法
　
学
校
を
通
じ
て
配
布
さ
れ
る

所
定
の
申
込
書
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
１
回
夏
休
み
星
空
教
室

　
星
座
早
見
を
作
り
、
夏
の
大
三
角
を
観

察
し
ま
す
。
小
学
４
年
で
学
習
す
る
内
容

に
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

日
時
　
８
月
３
日
㈮
　
午
後
７
時
～
９
時

対
象
　
小
学
３
年
～
６
年
生

定
員
　
親
子
20
組
（
40
人
）

参
加
料
　
２
０
０
円
（
保
護
者
は
無
料
）

参
加
方
法
　
事
前
に
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
（
参
加
無
料
）

　

土
・
日
曜
、
夏
休
み
中
の
午
後
１
時
30

分
～
、
３
時
～
「
今
夜
の
星
空
と
天
の
川

の
お
話
」

問
い
合
わ
せ
は
　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42
︲
１
６
０
０
）
へ

７
月
の
休
館
日
　

２
日
㈪
・
９
日
㈪
・
17
日
㈫
・

23
日
㈪
・
30
日
㈪
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　あ
れ
!

　「
あ
れ
!
服
こ
う
た
ん
。
よ
う
似

合
う
で
え
!
え
っ
!
９
８
０
円
だ
っ

た
ん
!
上
手
に
買
う
な
あ
!
○
○
さ

ん
が
着
い
た
ら
そ
ご
う
の
服
に
み
え

る
わ
!
」
褒
め
ら
れ
た
人
は
「
ほ
う

で
え
」
と
に
ん
ま
り
『
ど
や
顔
』
と

ポ
ー
ズ
。「
い
や
、

そ
ん
な
こ
と
な

い
わ
」
と
謙
遜

す
る
こ
と
な
ど

し
な
い
。
私
の

職
場
の
朝
礼
前

の
ひ
と
時
、
毎

日
こ
の
よ
う
な

光
景
が
見
ら
れ
る
。
女
性
13
人
、
男

性
１
人
、
平
均
年
齢
42
歳
。
家
で
も

世
間
で
も
褒
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど

な
く
な
っ
た
年
ご
ろ
、
同
病
相
憐
れ

む
と
い
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ご
く

当
た
り
前
に
、
自
然
に
、
恥
じ
ら
い

も
な
く
お
互
い
を
褒
め
合
う
の
で

あ
る
。

　「
相
手
の
い
い
所
を
探
す
こ
と
が

上
手
じ
ゃ
な
い
と
生
き
て
い
く
の

が
大
変
よ
ね
」
そ
ん
な
こ
と
を
仕
事

や
普
段
の
生
活
か
ら
学
び
、
い
つ
し

か
お
互
い
の
良
い
所
を
口
に
出
し

て
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
お
陰

で
一
日
が
気
持
ち
良
く
ス
タ
ー
ト

し
、
大
変
な
仕
事
も
笑
顔
で
こ
な

し
、
辛
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
元
気
を

取
り
戻
し
て
か
ら
家
に
帰
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
職
員
同
士
は
大
変
仲

が
良
い
。
い
つ
も
明
る
い
雰
囲
気

で
、
昼
食
時
は
自
分
た
ち
で
も
あ
き

れ
る
ほ
ど
会
話
が
弾
む
。
最
初
誰
か

が
ぽ
つ
り
と
言
っ
た
こ
と
か
ら
話

が
広
が
り
、
涙
を
流
し
、
腹
筋
が
痛

く
な
る
ほ
ど
よ
く
笑
う
。
そ
し
て
、

最
後
は
お
決

ま
り
の
セ
リ

フ
『
と
こ
ろ

で
、
最
初
な

ん
の
話
だ
っ

た
』『
さ
あ

忘
れ
た
。
で

も
前
も
同
じ

こ
と
言
っ
て
な
か
っ
た
？
』
何
回
も

同
じ
こ
と
で
笑
え
る
自
分
た
ち
に

ま
た
、
笑
い
じ
わ
が
深
く
な
る
。
笑

い
は
免
疫
力
を
高
め
る
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
は
本
当
だ
と
痛
感

し
て
い
る
。
素
晴
ら
し
い
同
僚
に
恵

ま
れ
元
気
に
仕
事
が
で
き
て
、
私
っ

て
ほ
ん
ま
幸
せ
。
さ
あ
、
今
日
も
明

日
も
楽
し
い
一
日
が
待
っ
て
い
る
。

　
次
は
、
那
賀
川
町
の
濱
田
由
美
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

短
　
歌	阿

南
市
春
季
短
歌
大
会
作
品

市
長
賞 

香
川
ミ
ヨ
子

降
る
雨
に
純
白
椿
打
た
れ
つ
つ
濁
り

ゆ
く
な
り
春
の
深
み
へ

大
会
賞 

西
條
　
悦
子

臥
す
我
を
立
た
さ
ん
と
す
る
孫
の
手

の
昨
日
よ
り
今
日
優
し
く
な
り
ぬ

文
化
振
興
賞 

中
原
　
　
一

い
つ
ま
で
も
現
に
あ
る
と
は
思
わ
ね
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７月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

阿 南 図 書 館
9:00 ～ 18:00

土日は 17:00 まで
☆ 休 ☆ 休 ★ ☆ 休 休 ☆ 休 ★ ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00 ～ 18:00

☆ 休 ◎ ☆ 休
◆
◎

☆ 休 休 ◎ 休 ◎ ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00 ～ 18:00

休 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休 ☆ 休 休

（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏　◆…阿波公方の苑美化作業）

阿 南 図 書 館  　　

☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　14：00 ～ 15：00
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第 2・第 4 木曜日）　10：30 ～ 11：00  

那賀川図書館  　　

☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11：00 ～
◎中学生によるピアノ演奏  
　毎週土曜日　10：00 ～（約10分間）
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　７月 14 日㈯　8：30 ～ 10：00
　※雨天の場合は 22 日㈰に延期します。

羽ノ浦図書館  
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00 ～

巡回日 駐　車　場　所 時　　　間
3日 ㈫ 阿 南 荘 前 13：30～14：00

老人ホーム福寿荘前 14：20～14：50
王 子 製 紙 社 宅 前 15：00～15：30

4日 ㈬ 新 野 公 民 館 前 13：45～14：20
新 野 駅 前 14：30～15：00

5日 ㈭ 加 茂 谷 中 学 校 前 12：50～13：20
加 茂 谷 幼 稚 園 前 13：40～14：20
大 野 公 民 館 前 14：30～15：00

6日 ㈮ 福 井 中 学 校 前 12：50～13：30
旧 福 井 南 小 学 校 前 13：45～14：10
橘 団 地 前 14：30～15：00

巡回日 駐　車　場　所 時　　　間
10日 ㈫ 上 中 分 館 前 14：15～14：45
13日 ㈮ 桑野コミュニティセンター前 14：00～14：40

山 口 分 館 前 14：50～15：20
19日 ㈭ 大 潟 分 館 前 14：00～14：30

見 能 林 公 民 館 前 14：40～15：10
20日 ㈮ 椿 公 民 館 前 13：45～14：15

旧 椿 泊 保 育 所 前 14：30～15：00
24日 ㈫ 長 生 公 民 館 前 13：30～14：00

宝 田 公 民 館 前 14：10～14：40
25日 ㈬ 橘 町 井 内 新 聞 店 前 13：50～14：30

阿 南 県 営 住 宅 前 14：40～15：10

図書館イベント
☆ 七夕おはなし会　〈羽ノ浦図書館〉
　　日時　７月７日㈯　14：00 ～ 15：00（受付 13：30 ～）
　　内容　大型絵本「スイミー」、七夕パネルシアター
　　　　　大型紙芝居「おおきくおおきくおおきくなあれ」
            　工作「ささかざりをつくろう！」

☆ おはなしのポケットの親子で楽しむ人形劇
　　〈那賀川図書館〉
　　日時　７月22日㈰　14：00 ～ 15：00
　　内容　人形劇「ぞうくんのさんぽ」、「ホレのおばさん」
　　　　　（人形劇団クラルテ出演）
　　※整理券が必要で、７月１日から那賀川図書館で配布します。

○ 親と子の読書感想文教室　〈那賀川図書館〉
　　日時　７月28日㈯　10：30 ～ 12：00
　　対象　小学生とその保護者
　　講師　小倉泰夫さん （元県学校図書館協議会副会長）　
　　※筆記用具をお持ちください。

※夏休みの宿題に関する本は各図書館にあります。

どなたでも無料でご利用いただけます。なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。  阿南図書館　☎ 23-2020

移動図書館「わかたけ号」　７月の巡回日程
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小松島航空基地一般公開
日時　７月16日㈷　9：00 ～ 15：00
場所　小松島航空基地（和田島町）

内容　 ▼ヘリコプター体験搭乗（小学生以上・

赤石岸壁にて抽選 9：00 ～・定員になり次第終了） ▼航
空機展示 ▼ 救命装備品展示 ▼焏原（じょう

はら）まり子歌謡ショー ▼鮎のつかみ取り ▼

基地見学ツアー
 海上自衛隊第 24 航空隊　総務室

　 （☎ 0885 － 37－ 2111）へ

戦没者遺児による
慰霊友好親善事業
先の大戦で父を亡くした戦没者の遺児を
対象として、父の戦没した旧戦域を訪れ、
慰霊追悼を行うとともに、同地域の住民
と友好親善を行います。
費用　一律 90,000円（東京⇔慰霊地間）

 ㈶徳島県遺族会
　 （☎ 088 － 636 － 3212）へ

真向法体操教室
健康は正しい姿勢からと言われています。
真向法（まっこうほう）は四つの動作で足腰を
柔軟にし、腰痛を予防し、正しい姿勢を
作る健康体操です。あなたも始めません
か！
日時　毎週土曜日　9：30 ～ 11：00
場所　富岡老人憩いの家

 阿南真向会憩教室　西田
　 （☎ 090 － 6289 － 3031）へ　

西部公園七夕夏まつり
艶やかな仙台七夕飾りの下で、阿波踊り
やフラダンスショーを楽しもう！
日時　７月29日㈰　10：00 ～
場所　阿南西部公園（中大野町）

内容　オープニングショー、じゃんけん
ゲーム、阿波踊り、マジックショー、ビン
ゴゲーム、軽食コーナー

 大野公民館（☎ 22 －1564）へ　

富士山・青少年国際交流キャンプ
期間　８月１日㈬～５日㈰（４泊５日）

場所　山梨県本栖湖青少年スポーツセンター
対象　小学３年生～中学３年生
内容　富士登山、テント設営＆生活体験
費用　小学 84,000円・中学 110,000円
申込締切日　７月６日㈮

 ㈶国際青少年研修協会
　 （☎ 03 － 6459 － 4661）へ　

阿南高専公開講座
●夏休み中学生エイゴ読書教室
日時　8月16日㈭・17日㈮
　　　9：00 ～ 10：30
場所　阿南高専セミナー室
対象　中学生　　参加費　無料
定員　15 人（申込順）

申込期間　7月13日㈮～ 23日㈪の平日

●ザリガニロボットを作って遊ぼう
日時　８月11日㈯　10：00 ～ 16：00
場所　阿南高専物理実験室
対象　小学４～６年生（保護者同伴）

定員　10 人（申込順）

参加費　無料（傷害保険料必要）

申込期間　7月13日㈮～ 23日㈪ の平日
 阿南工業高等専門学校総務課企画係

　 （☎ 23 －7215）へ

「裁判」を経験しよう！
裁判所サマーツアー 2012
日時　８月10日㈮　13：30 ～ 16：30
場所　徳島地方裁判所
内容　ＤＶＤ上映、模擬裁判、裁判官へ
の質問コーナー、法廷見学　
対象　小学５・６年生　　定員　50 人
申込締切日　７月20日㈮（消印有効）

 徳島地方裁判所総務課庶務係
　 （☎ 088 － 603 － 0111）へ

労働保険の年度更新
平成24年度の労働保険の年度更新期間
は６月１日～７月10日です。事業主の方は、
平成23年度分の確定保険料と平成 24 年
度分の概算保険料の申告・納付手続きを
７月10日㈫までに行ってください。

 徳島労働局　労働保険徴収室
　 （☎ 088 － 652 － 9143）へ

徳島スマートドライバー
セーフティラリー 2012
多くの県民の皆さんがチームで参加し、４
カ月間の無事故・無違反に挑戦することに
より、地域・職場・家族ぐるみで交通安
全意識を盛り上げ、交通ルールとマナーの
高揚を図り、交通事故防止をめざして実
施します。

申込期間　７月13日㈮～８月31日㈮
ラリー期間　９月１日㈯～ 12月31日㈪
申込方法　徳島県在住または通学・勤務
先が、チーム（５～９人）を組み、参加申込
書と参加料１人 630円を添えて、各警察
署内の交通安全協会へお申し込みくださ
い。なお、参加料と同等の景品をお渡し
します。

 徳島スマートドライバーセーフティ
　 事務局（☎ 088 － 622 － 3510）へ

市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。
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市民の情報ひろば
市民セミナー （※申込不要・参加費無料）

日時　７月26日㈭　19：00 ～ 20：30
会場　ロイヤルガーデンホテル
内容　 ▼ 講演１「子宮頸がん検診への取
り組みについて」市保健センター職員 ▼

講演２「子宮頸がん検診、ワクチン接種
の有効性と留意点」阿南共栄病院　産婦
人科部長　滝川稚也さん

 徳島県薬剤師会阿南那賀支部・田中
　 （☎ 42 － 0855）へ

高齢・障害・求職者
雇用支援機構　職業訓練生
募集訓練科　ＣＡＤ製図科　
訓練期間　８月１日㈬～ 10月26日㈮
対象　ハローワークに求職申込済の方等
申込締切日　７月９日㈪　
受講料　無料

 徳島職業能力開発促進センター
　 （☎ 088 － 654 － 5102）へ

若者の就労相談会 （予約制）

職業訓練も通学もしていない若年の就職
面などの悩みに関する出張相談です。
日時　７月19日㈭  13：00 ～ 17：00
場所　文化会館１階　工芸室
相談員　とくしま地域若者サポートステー
ション勤務スタッフ

 とくしま地域若者サポートステーション
　 （☎ 088 － 602 － 0553）へ

ネイチャーゲーム月例会（７～９月）

対象　小学生以上（幼児は保護者同伴で可）

日程 ▼７月８日㈰ 10：00 ～ 12：00 ／木陰
で遊ぼう !（才見町・東部自然公園） ▼８
月は休み ▼９月９日㈰ 10：00 ～ 12：00 ／
工作遊びを楽しもう !（羽ノ浦公民館）　
持ってくるもの　運動着、帽子、水筒
参加料　１人 100円

 阿波南部ネイチャーゲームの会　松田
　 （☎ 080 － 5665 －1567）へ

阿南テクノスクール訓練生募集
募集訓練科　テレオペレーター科２
内容 電話対応、パソコン操作 （ワード、
エクセル、パワーポイント）
定員 15人　 テキスト代　13,000円程度
期間 ９月３日㈪～ 11月30日㈮
 9：35 ～ 15：55（土・日・祝日除く）
申込期間　７月11日㈬～８月８日㈬

 阿南公共職業安定所 ( ☎ 22 －2016)・
　 阿南テクノスクール ( ☎ 26 － 0250) へ

くらしの無料相談
労働相談・介護・子育て・税金など、暮ら
しの悩みや不安を専門のアドバイザーと連
携してお受けします。ひとりで悩まないで
一緒に解決の糸口を見つけよう!
日時　月～金曜日　10：00 ～ 17：00
　　　※相談は事前の予約が必要です。

 徳島南部ライフサポートセンター
　 （☎ 24 － 9501）へ

第22回 スタジオＭパート２公演
ジャズ、ミュージカル、なつかしのポップ
スなどを中心に盛りだくさんなダンスをお
楽しみください。
日時　７月15日㈰
　　　14：00開演　（13：30開場）
場所　市民会館　大ホール
入場料　Ａ席999円、Ｂ席500円

 スタジオＭパート２　井利元
　 （☎ 090 －1579 － 0490）へ

放送大学 10 月生募集
放送大学はテレビやインターネットを通し
て授業を行う通信制の大学です。心理学・
福祉・経済・歴史・文学・自然科学など、
幅広い分野を学べます。
出願期間　８月31日㈮まで
　　　　　※資料は無料贈呈

 放送大学徳島学習センター
　 （☎ 088 － 602 － 0151）へ

行政書士による無料相談会
許認可手続きについて知りたい方は、ぜ
ひご相談ください。
日時　７月21日㈯　9：00 ～ 12：00
場所　ひまわり会館
内容　行政に係る許認可手続き（農地転
用、建設業関係、開発許可、自動車運
送関係等）

 徳島県行政書士会徳島南部支部
　 （☎ 42 － 3173）へ

市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

暮らし
生活

金 融
保 健

仕 事
労 働

法律

子育て
介護

受講料
無料
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健康いきいき情報

【７月の休館日】
2日・ 9日・17日

 23日・30日

阿波踊り体操教室
日時　７月13日㈮　10：00 ～ 11：00
会場　ひまわり会館２階ふれあいホール
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
　　　（阿波踊り体操指導員）
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参　飲み物、タオル、
　　　健康手帳（無い方は交付します）

 保健センター（☎ 22 －1590）へ

食中毒に注意！
最近では１年を通して発生している食中毒
ですが、梅雨時期で気温も高くなる６月～
７月に多く発生します。家庭では、次の６
つのポイントに注意しましょう。

ポイント１
 食品の購入

 新鮮な食材、期限表示を確 
 認して購入

ポイント２
 家庭での保存

 食品を持ち帰ったらすぐに冷 
 蔵庫や冷凍庫で保存

ポイント３
 下準備

 手洗いの徹底ときれいな調 
 理器具を使用

ポイント４
 調理

 手洗いの徹底、十分な加熱
 ※目安は 75℃で１分以上

ポイント５ 
食事

 手洗いの徹底と出来た食事 
 は早めに食べる

ポイント６
 残った食品

 きれいな器具容器で冷蔵保 
 存、再加熱は十分に

 保健センター（☎ 22 －1590）へ

膝痛・肩こり・腰痛予防・軽減体操
（パート３：腰痛編）

日時　７月26日㈭　10：00 ～ 11：30
会場　ひまわり会館２階ふれあいホール
講師　鶯　春夫さん
対象　65歳以上（運動制限のない方）
持参　タオル
　　　健康手帳（無い方は交付します）

 保健センター（☎ 22 －1590）へ

子宮頸がん予防接種
阿南市では、子宮頸がん予防接種を無料
で受けることができます。体調の良い時に
受診しましょう。
対象　

▼接種時に本市に住所を有する方

▼中学１年生から高校２年生に相当する年
　齢の女子
※高校２年生に相当する女子は、平成24
　年３月31日までに１回以上接種した方
接種回数　３回
※１～３回目までに６カ月を要するため、

期限内に３回接種するためには９月30
日㈰までに１回目を接種する必要があり
ます。

接種費用　無料
接種期限　平成 25 年３月31日
※医療機関にワクチンの予約が必要です。
　当日は予診票と母子手帳が必要です。

 保健センター（☎ 22 －1590）へ

 献血にご協力ください （７月）

※ 400ml 献血のみの実施です。
 徳島県赤十字血液センター

　 （☎ 088 － 631－ 3200）へ

達者でおろな健康教室
対象　おおむね65歳以上の高齢者
内容　血圧測定、検尿、阿波踊り体操、
　　　理学療法士による講話
　　　　「下肢筋力アップで転倒予防」
持参物　健康手帳（無い方は交付します）
※８月の教室は休みます。

 保健センター（☎ 22 －1590）へ

実施日 採血場所 所在地 採血時間

19日㈭ 阿南アピカ 西路見町
10：15～12：30

14：00～16：30

24日㈫ 阿南市役所 富岡町 9：30～16：30

７月の日程 場　所

3日㈫
10：00～11：30 新野公民館

13：30～15：00 宝田公民館

4日㈬ 10：00～11：30 中野島公民館上中分館

9日㈪
10：00～11：30 福井町総合センター

13：30～15：00 長生公民館

10日㈫ 10：00～11：30 中林ふれあい会館

11日㈬
10：00～11：30 那賀川社会福祉会館

13：30～15：00 加茂谷総合センター

13日㈮
10：00～11：30 桑野コミュニティセンター

13：30～15：00 羽ノ浦公民館

23日㈪
10：00～11：30 大野老人憩いの家

13：30～15：00 橘町総合センター

24日㈫
10：00～11：30 椿公民館

14：00～15：30 椿泊老人憩いの家

かもだ岬温泉
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子育て一言メモ

楽しいトイレ作りをしましょう

　乳幼児期のトイレトレーニングは、自立の
第一歩です。気長に子どもに寄り添いながら、
大人がゆったりとした気持ちで進めていきま
しょう。
　まず、トイレが子どもにとって心地よい場
所、行きたい場所になるように変えることが
必要だと思われます。トイレが殺風景だった
ら、子どもの好きなキャラクターや動物の絵
を貼り、「トイレで○○が待っているよ。」と
声をかけるのもいいし、静かな音楽を流して
もいいでしょう。
　また、トイレに座る習慣をつける努力も大
切です。子どもがトイレに座っている間は必
ず寄り添い安心させましょう。失敗しても決
して叱らず、できた時は大いに誉めて、自信
につなげていきます。トイレに行くと楽しい、
トイレでできたらうれしいと子どもが思うこ
とが大切ですよ。　　　　　　　学校教育課

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

 みんなのひろば ☎ 44 － 5059
羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9：00 ～ 14：00　（お弁当タイム11：45 ～）

3日㈫ 七夕かざりを作ろう
10日㈫ 水遊びをしよう
17日㈫ ペープサートで遊ぼう　　　　
24日㈫ ベビーマッサージ
 10：30 ～ 11：00
 講師：手束志帆さん　バ スタオ 
 ル、フェイスタオル各１枚持参
31日㈫　お誕生会
6日㈮・13日㈮・20日㈮・27日㈮
うたってあそぼう　

 にこにこひろば ☎ 42 － 0720
今津こどもセンター　平日 9：30 ～ 15：00

3日㈫ 七夕を楽しく
10日㈫ 乳幼児救急安全法
 講師：日本赤十字徳島県支部
17日㈫ お話のポケット
24日㈫ デコ・クッキー作り
 講師：田浦由理さん
31日㈫ お誕生会

 ふれあいひろば ☎ 27－1441
橘保育所
平日 8：30 ～ 12：00 ／ 14：30 ～ 16：00

10日㈫ お話いっぱい
17日㈫ マイうちわを作ろう
19日㈭ 子育て講座　　　
20日㈮ 水遊びをしよう（雨天中止）
24日㈫ シャボン玉を飛ばそう
27日㈮ 水遊びをしよう
31日㈫ お誕生会
※水遊びは着替え、タオル、水着を持参

 なかよしひろば ☎ 21－ 2002
平島こどもセンター　平日 9：00 ～ 14：00

3日㈫ 七夕まつり会
10日㈫ お話のポケット
17日㈫ みんなで作ろう
24日㈫ 楽しいクッキング
31日㈫ お誕生会

おひさまひろば　平日 9：00 ～ 16：00

2日㈪ 英語で遊ぼう
4日㈬ 七夕まつり
6日㈮ 高齢者とのふれあい会
9日㈪ 発育計測・健康相談

17日㈫ 発育計測
19日㈭ お誕生会
20日㈮ 心肺蘇生法・応急処置講座
27日㈮ お話ころりん

 那賀川子育て支援センター
　 （☎ 0885 － 38 －1163）へ

ポリオ生ワクチンの投与
日時　７月６日㈮　13：30 ～ 14：00
対象　生後 3 カ月～ 90カ月のお子さま
場所　ひまわり会館　料金　無料
持ってくるもの　母子健康手帳、予診票
※１回目と２回目の間隔は、６週間以上
　あけて受けてください。

不活化ポリオワクチンの予防接種
　平成24年９月から不活化ポリオワクチンの
予防接種に切り替わることになっています。く
わしい情報がわかり次第、お知らせする予定
です。なお、ポリオへの感染・流行を防ぐた
めにも不活化ポリオワクチンの導入までポリ
オワクチンの接種を待つことはお勧めできま
せん。スケジュールを確認して受診しましょう。

 保健センター（☎ 22 －1590）へ

つどいの広場・すくすく in 阿南
子育て相談や子どもと保護者間の交流の
場です。ぜひお越しください。
時間　9：30 ～ 11：30
日程　13日㈮　桑野公民館
　　　25日㈬　福井公民館
　　　27日㈮　加茂谷公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
３日㈫、６日㈮、10日㈫、17日㈫、20日㈮

 こども課（☎ 22 －1593）へ

阿南ファミリーサポートセンター
親子で楽しむ七夕おはなし交流会
日時　７月７日㈯　10：00 ～ 12：00
場所　社会福祉会館５階
内容　 ▼楽しい人形劇（おはなしのポケッ
ト） ▼おたのしみ抽選会 ▼笹飾り ▼お子さ
まにおみやげ（先着100人）
対象　どなたでも（無料・申込不要）

会員向け研修会親子リトミック教室
あなたも会員になって親子で楽しい時間
を過ごしましょう。
日時　７月25日㈬　10：00 ～ 11：15

 阿南ファミリーサポートセンター
　 （☎ 24 － 5550）へ

岩城クリニック
病児・病後児保育だより
絵本の読み聞かせや交流を行います。
日時　７月 21日㈯　14：00 ～ 15：00
場所　岩城クリニック３階　保育室

 岩城クリニック病児・病後児保育
　 専用（☎ 080 －1998 －7476）へ
　 ※受付時間は 9：00 ～ 17：00

地域子育て支援センター
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カヌー、ヨットを体験しよう！
場所　Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫（大潟町）
期間　7月21日㈯～ 8月26日㈰の土・日
時間　10：00 ～ 16：00
利用料金　カヌー・ヨット１艇：200円
　　　　　ローボート１艇：300円           
※那賀町、美波町の方も同額
申込方法　利用希望日の２週間前までに
担当課にお申し込みください。
※最少人数：５人

 スポーツ振興課（☎ 22 － 3394）へ

夏休みの催し（７月）

阿南の夏まつり
７月27日㈮～29日㈰

 商工観光労政課（☎ 22 － 3290）へ

球場へ行こう！
ＪＡアグリあなんスタジアム

（７月の日程）

○四国アイランドリーグプラス公式戦
　　28日㈯ 13：00 ～　徳島 VS 高知
　　29日㈰ 18：00 ～　徳島 VS 香川

○第１回 WinWin！水素水ドリームカップ
　全国ベースボールトーナメント徳島大会
　　8 日㈰・15日㈰・16日㈷・29日㈰　
　　8：30 ～ 17：00

○第49回四国地区高等専門学校
　総合体育大会硬式野球競技
　　20日㈮～ 22日㈰　8：30 ～ 17：00

 野球のまち推進課（☎ 22 －1297）へ

植物標本
対象　小・中学生
場所　阿南図書館３階　視聴覚室
日程　

《作成会》　7月15日㈰　9：30 ～ 12：00
　持参　はさみ・のり・筆記用具
　申込締切日　7月12日㈭

《名付け会》　8月22日㈬　9：30～15：30
　持参　植物標本・付箋・筆記用具
　※先着順に名付けを行います。

 教育研究所（☎ 22 － 3395）へ

子ども英語教室
日程　《就学前年長児・小１年生》
　　　７月 24 日㈫～ 27 日㈮
　　　《小学２・３年生》
　　　７月 31日㈫～８月３日㈮
　　　《小学４・５・６年生》
　　　８月７日㈫～ 10 日㈮
時間　9：30 ～ 11：30
場所　富岡公民館２階　ホール
講師　外国語指導助手（教育研究所所属）
参加費　無料
募集人数　各教室30人程度（先着順）
申込方法　７月２日㈪～13日㈮の間に
　　　　　電話でお申し込みください。

 教育研究所（☎ 22 － 3395）へ

プールをご利用ください
開放時間　13：00 ～ 16：00
料金　小・中学生 200円、高校生～ 300円
※団体等での利用は事前連絡が必要
◆那賀川 B&G 海洋センター
　期間　7月21日㈯～ 8月26日㈰の土・日
◆阿南市 B&G 海洋センター （阿南中学校横）

　期間　7月21日㈯～ 8月19日㈰
　休館日　毎週月曜日および８月14日㈫
　　　　　～ 16 日㈭
※乳幼児プールはありません。
◆温水プールの一般開放時間の変更
7月27日㈮、8 月３日㈮、4 日㈯、5 日㈰
は 12：00 ～ 21：00 に、7 月 28 日㈯、29
日㈰は 11：00 ～ 21：00 に変更します。

 スポーツ振興課（☎ 22 － 3394）へ

親と子の水泳教室　（募集60組)

対象　市内在住で、泳げない子または、
　　　10m 程度泳げる子とその親
日時　7月27日㈮　9：30 ～ 11：30
　　　28日㈯、29日㈰ 10：00 ～ 11：00
　　　8月3日㈮　10：00 ～ 11：30
　　　4日㈯、5日㈰ 10：00 ～ 11：30
場所　スポーツ総合センター温水プール
申込期間　7 月 5日㈭～ 18日㈬の平日
　　　　　9：00 ～ 17：00
参加費　無料（※毎回、入泳料が必要）
　　　　大人 500円、子ども 300円

 スポーツ振興課（☎ 22 － 3394）へ

夏休みクッキー教室 ( 無料 )

日時　8 月 5 日㈰　9：15 ～ 12：00
場所　ひまわり会館３階　グルメルーム
持参物　エプロン、三角巾、ハンカチ
募集人数　50 人（先着順）
申込方法　はがきに名前（ふりがな）、性
別、学年、住所、電話番号を記入のうえ、
7 月15 日㈰までにお申し込みください。
※当日は必ず保護者が送迎してください。
申込み・問い合わせは
〒771-5172 吉井町賀美 71-1　主任児童
委員　上地敏子（☎ 25 － 0820）へ

（1 時間）

■交通規制にご協力ください

阿波踊り大会は一番街商店街で行います。

26日㈭　前夜祭
　　　　　　（光の点灯式、光の天使選考会）

27日㈮　17：00 ～開幕パレード
　　　　　　（駅前スタート）

 　　　　18：30～阿波踊り大会（一番街）
　　　　　　（開幕セレモニーは牛岐城趾公園）

28日㈯　19：00～阿波踊り大会（一番街）

29日㈰　20：00～花火大会（浜ノ浦公園）
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法律相談（要予約）   ５日㈭
 13：30 ～ 16：30　  市役所１階　市民相談室
 市民生活課　☎ 22―1116

※８月の予約は７月２日㈪から受付。

行政相談 10日㈫・24日㈫
 9：30 ～ 11：30　  市役所１階　市民相談室
 市民生活課　☎ 22―1116

登記相談   27日㈮
 14：00 ～ 16：00　  ひまわり会館１階
 市民生活課　☎ 22―1116

消費生活相談 平日開館
 9：30 ～ 16：30　  消費生活センター
 消費生活センター　☎ 24―3251

特設人権相談      ４日㈬
 13：30 ～ 16：00　  橘公民館・福井公民館
 人権・男女参画課　☎ 22―3094

人権相談  20日㈮
 13：30 ～ 16：00　  ひまわり会館１階
 人権・男女参画課　☎ 22―3094

女性の生き方なんでも相談（要予約）
 3・10・17・24・31 日　 13：00 ～ 17：00
 13・27 日　　　　　 　 13：00 ～ 16：00
 市民会館２階　相談室
 男女共同参画室分室　☎ 22―0361

年金相談（要予約） 　５日㈭
 9：00 ～ 15：30　  市商工業振興センター
 徳島南年金事務所　☎ 088―652―1511

※８月の相談日はありません。相談は 1 カ月前から電話による完全
予約制となっています。

健康相談   ６日㈮
 10：00 ～ 11：00　  ひまわり会館１階
 保健センター　☎ 22―1590

栄養相談（要予約）  19日㈭
 10：00 ～ 11：00　  ひまわり会館１階
 保健センター　☎ 22―1590

子育て家庭教育来所相談  ８日㈰
 9：00 ～ 12：00　  富岡公民館２階
 教育委員会生涯学習課　☎ 22―3391

子育て家庭教育電話相談窓口
 月曜日～金曜日（祝日除く）　 9：00 ～ 12：00
 子育て家庭教育支援チーム　☎ 42―3885

心配ごと相談 ２日㈪・９日㈪･23日㈪・30日㈪
 10：00 ～ 15：00 　  市民会館内社会福祉協議会
 社会福祉協議会　☎ 23―7288

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機
関で受診できます。

●休日昼間　9：00 〜 17：00

７月の休日・夜間診療

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、阿
南市医師会（☎ 22‒1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00 ～ 23：00
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎ 22‒1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れ
ています。（事前の電話連絡は不要です。） 

～ 市税の納付は口座振替が安全で便利です ～
■固定資産税（第 2 期）
■国民健康保険税（第 2 期）
　納期限は、7月31日㈫です。納め忘れのないようにしましょう。
●市税の口座振替済通知書の送付について
市県民税（全期）の口座振替済通知書は7月中旬に郵送します。 

市税日曜相談窓口（市役所１階納税課）
７月 29 日㈰　8：30 ～ 17：00

問い合わせは　納税課（☎ 22‒1792）へ

人口　77,205 人（−46）　世帯数 29,733 世帯（+3）
（男）　37,285 人（－16）    
（女）　39,920 人（－30）　

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
   １日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎ 22-1313

８日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎ 22-1313
15日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎ 22-1313
16日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎ 22-1313
22日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎ 22-1313
29日 是松医院 津乃峰町 ☎ 27-0316

 開催日　　  時間　　  場所　　  問い合わせ先

７月の市税

人口と世帯数

５月の市税スポーツ施設の７月の休館日

●平成24年５月末日現在
　カッコ内は前月対比

７月の相談

サンアリーナ 2・9・17・23・30日
那賀川スポーツセンター ４・11・18・25日
羽ノ浦総合国民体育館 2・9・17・23・30日
羽ノ浦健康スポーツランド 2・9・17・23・30日

　以前、徳島マラソンに挑戦する友人にこう尋
ねことがある。「なぜ、お金を払ってまで走る
のか」と。こう返ってきた。「走った者にしか味
わえない達成感や感動が得られるからだ」。手

段はともあれ、未知の自分力を探求し、鼓舞する姿勢に素朴
な人間美を感じた。「美」と「感動」といえば今回の金環日
食。500人を超す観衆と味わった感動は、今も余韻が残るほ
どだった。この日を楽しみにしてきた山崎くんはこんな夢を
口にした。「将来、あの月に住むことができる日が来るかも」。
そこから望む地球の美しさはいかばかりか。もし実現するな
ら、私も月に行って未知の感動に迫ってみたいと思う。ただ、
その費用は徳島マラソンの比ではないが…。（山田）
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